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休校時の生徒の学習保障に向けた本校の取り組み 
■取り組みの流れ                                                          2020 年 12 月 5 日  筑波大学附属高等学校 

 できごと オンライン授業システムづくり インターネット環境・機器の整備 教育系アプリケーションの整備 
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Super Global Highschool 幹事校 

(～2018) 

 

 

 

 

 

 3/19 までの休校が決定 

学年末考査、各種行事の中止 

 

 

 

 

 

 

 5/6 までの休校が決定 

 

 

 

 「オンラインでの教育活動の開

始について」ホームページに掲

載＆生徒に配信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 教員会議：オンライン授業にお

ける課題、ルールを共有 

 「オンラインでの教育活動をすす

めるにあたってのお願いとご連

絡」ホームページに掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 5/30 までの休校延長が決定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「『オンライン授業』の実施につ

いて」ホームページに掲載＆生

徒に配信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生徒の生活習慣確立を期して

「ほけんだより」第１号配信 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 「ほけんだより」第２号配信 

 

 

 

 

 オンライン時間割を生徒に連絡 

 

 

 

 主として総合的な探究の時間

「SGH スタディ」で活用 

 

 

 

 生徒全員が家庭にてメールを見

られるかどうかの調査 

 

 

 

 Google for Education 遠隔学習

支援プログラムの端末貸出申込 

 Google Formsによるインターネッ

ト環境調査を全生徒に実施 

 Google Forms による機器レンタ

ルに関するアンケートを全生徒

に実施 

 

 

 

 

 機器レンタルに関するアンケート

未回答生徒への電話による追跡

調査(49 名) 

 

 機器貸し出し台数決定 

・Chromebook42 台 

・ポケット Wi-Fi55 台 

 

 

 

 

 

 

 Google for Education 遠隔学習

支援プログラムの端末到着 

 

 

 

 

 

 オンライン授業、機器貸し出しに

ついての問い合わせサイトを開

設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 機器の不良、追加の機器貸し出

し希望への対応 

 

 

 

 

 

 

 ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽを生徒、教員に配布 

 Google Classroom を一部の教員

が活用開始 

 

 

 

 

 Zoom による教員会議の試行 

 YouTube による授業動画配信の

試行（物理、数学） 

 

 

 

 

 

 教員会議に Zoom での参加 

 

 

 

 

 

 

 

 Zoom、Google Meet による授業・

HR の試行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Zoom 活用上の本校のセキュリテ

ィ対策を保護者へ連絡 

 Zoom 登録機能の活用を開始

（朝体操） 

 

 

 

 

 

 

 教員対象に Zoom を活用した物

理の授業を公開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

G Suite for Education 導入 

全 HR が Classroom 開設 

全科目が Classroom 開設 

Zoom 教育プラン(有償)契約 

Google Classroom 講習会 
Chromebook 端末貸出完了 

ポケット Wi-Fi 端末貸出完了 

Zoom 操作方法講習会 

Zoom の使い方ガイド 

Chromebook 導入 

オンライン授業意向調査 全生徒対象「朝体操」開始 

生徒の生活及び学習状況調査 

Project Team “Study@Home” 発足 

オンラインによる授業の開始 

「オンライン授業」実施案承認 

ｵﾝﾗｲﾝ時間割による授業開始 

休校期間の教育活動のしくみ作りを行うために、教員有志によるプロジ

ェクトチーム(PT)“Study@Home”を発足。教務部長、教科の代表、養護

教諭も加わり、オンライン授業システム作り、環境整備、情報収集を行う 

基本方針「生徒の教育を受ける

権利を保障するために、すべて

の生徒がひとしく、質の高い学

習・教育活動を行うことができるよ

う、最大限の努力をする」を策定 

Google Forms を活用し、生徒の

生活実態および家庭学習の状況

についての調査を実施 

生活面の乱れやオンラインによる

課題配信の問題点等が明らかに 

生徒の環境整備が完了するまで

の間はライブ配信、動画配信は

限定的な実施にとどめる 

ライブ授業を実施する際は、当面

通常の時間割にしたがう 

Ｚｏｏｍを活用し平日毎朝実施 

生徒の生活習慣確立や運動不

足解消を期す 

ｵﾝﾗｲﾝ授業本格実施体制検討 

｢新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症による学校休業に対する本校の基本方針｣策定 

SGH 予算を活用し、ＩＣＴ環境の

整備が本格的にスタート 

ｵﾝﾗｲﾝ授業(5/11～)実施案確定 

オンライン時間割確定 

あライブ配信・動画配信・テキスト

ベース配信をバランスよく組み合

わせた新たなオンライン授業のし

くみを作成 

ｵﾝﾗｲﾝ時間割作成のための調査 「オンライン授業」を本校の正式

な教育活動に位置づける 

全科目担当者の授業の集約 

（課題の内容・配信日・〆切等） 

LTE 付端末を含む 41 台を無償

貸与 

教員対象の講習会を開催 

教員全体の８割強が参加 

全教員がＣｌａｓｓｒｏｏｍ使用を開始 

セキュリティ面を考慮 

教員 41 名分のアカウント取得 

教員対象の講習会を開催 

教員全体の８割強が参加 

登録機能、ブレイクアウトルーム・

投票機能の活用方法を共有\ 

「縛りなしＷｉＦｉ」社と契約 

１日２GB までの通常プラン 

課題配信は原則Ｃｌａｓｓｒｏｏｍを 

通じて行うとした 

約１割の生徒が機器またはインタ

ーネット環境に支援する必要が

あることが判明 

有償版限定の登録機能活用によ

りセキュリティを強化 

入退室時間が記録されることによ

り出欠管理も容易に 

テレワークの保護者と機器を共有

し、自由に機器を使用できない

生徒に対して、追加の貸し出しを

実施 

Google Site を活用。生徒・保護

者からの問い合わせ窓口を一本

化する 

ヤマト運輸「パソコン宅急便」 

「コンパクト便」を利用 

全教員対象に実施方法の希望を

調査、それに基づき実施案作成 

生徒、教員対象にそれぞれガイ

ドを作成・配信 
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 できごと オンライン授業システムづくり 登校の形態 オンライン文化祭「桐陰祭 Online」 
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 8/1 まで授業日とすることを決定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「ほけんだより」第３号配信 

 

 

 

 「ほけんだより」第４号配信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 通学に不安を抱える生徒への対

応を検討、実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７月１日以降の授業のあり方を

検討（４０分短縮授業or 分散Ｂ‘） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「ほけんだより」第 5 号配信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「ほけんだより」第６号配信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 分散登校のあり方検討開始 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 フェーズ切り替えのプロシージャ

ーについての確認 

 分散Ｂ検討開始 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７/8 からの分散Ｃ移行を決定 

 分散Ｃ移行は延期、７月中は分

散Ｂ継続を決定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 後期開始。始業時間を 9:20 と

し、45 分授業 6 時間実施とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 プロモーションビデオ(PV)第１弾

公開 

 Cluster 社とミーティング 

 KDDI 社とミーティング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 朝日新聞に記事掲載 

 東京大学生産技術研究所・野

城研究室とのミーティング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 PV 第２弾公開 

 

 

 

 著作権・肖像権ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝを策定 

 

 

 

 日本経済新聞に記事掲載 

 日本テレビ「ＺＩＰ!」で特集 

 

 

 

 

 

「通常登校に向けた段階的プ

ログラム」策定 

通常登校に向けての分散登校の

フェーズを３段階（A～C）設置。

文部科学省や東京都の基準に

応じ、フェーズの移行をスムース

に行えるようなプログラムを策定 

「分散Ｂにおける行動規範・ 
行動指針」の策定 

「学校の新しい生活様式」におけ

る地域感染レベル２の基準に従

い、さらに学校医の指導・助言の

もと、本校としての行動規範・行

動指針を制定 

生徒の学習保障のため、対外的

な説明責任を果たすために各教

科に調査を実施 

「今後の授業計画」「今年度の評

価」についての調査を実施 

オンライン生徒総会 

前期中間考査第Ⅱ期 
 

夏季休業(8/1～8/23) 
 

フェーズ「分散Ｃ」に移行 

40 分短縮授業６時間実施。始業時間は遅らせて（8:20→9:40）、下校時

間は早めた(17:40→17:00)。昼休みも短縮(60 分→30 分) 
対外向けプレイベントを開催 

第３回生活及び学習状況調査 

教育実習(8/24～9/11) 
 

登校時の消毒・チェック実施 

教員が輪番でテント当番を担当

し、手指消毒を行わせるととも

に、健康観察フォームへの入力

が行われているかを確認した 

前期末考査(10/1～10/6) 
 

桐陰祭 Online 開催(10/17,18) スポーツ大会(10/14,15) 
 

スポーツ大会との合同開会式 

コロナ校内対応マニュアル策定 

各教科に、評価をつけるにあたり

定期考査や対面授業をどの程度

希望するかの調査を実施 

オンライン授業の実践を紹介し、

参加者との情報共有をすべく開

催。全国より約 250 名が参加。 

「オンライン授業」研究会開催 

文化祭の実施を決定 

原則中止とはせず、開催の形態

を模索することを会議決定 

定期考査の実施 検討開始 

評価および単位認定 検討開始 

休校が長引いた場合の評価方

法、単位の履修・修得認定につ

いての検討を開始 

「本校の取り組み」ページ掲載 

この時点までの取り組みや授業

実践をホームページに掲載 
第２回生活及び学習状況調査 

オンラインでの開催を決定 

全国の学校で最も早い段階での

オンライン文化祭開催を決定 

分散登校開始（フェーズ「分散Ａ」） 

考査・対面授業の調査を実施 

午前中は朝体操＋オンライン授業３時間、午後は学年ごとに指定され

た日（週１、２日）に登校して体育またはホームルーム活動を行う 

全国 ONLINE 文化祭会議 

本校の文化祭オンライン化の取り

組みが全国に広がる契機となる 

「分散登校の枠組み」策定 

緊急時等における教育活動の基

本的な考え方を整理し、変動・移

行期における仕組みを策定 

フェーズ「分散Ｂ」に移行 

午前中はオンライン授業３時間（朝体操は終了）、午後は学年ごとに指

定された日（週３日）に登校して授業またはホームルーム活動を行う 

部活動・委員会活動再開 

「新型コロナウイルス対策に伴う

部活動ガイドライン」を策定 

図書貸出予約サービス開始 

大学学園祭委員長と MTG 

中央大学、千葉大学医学部学園

祭委員長と本校実行委員長が会

談。オンライン文化祭のノウハウ

を伝え、大学に広がる契機となる 

前期中間考査第Ⅰ期実施 

対面授業を行ってから考査を実

施したい教科を考慮し、２つの期

に分けて中間考査を実施 

熱中症対応・昼食指導を検討 

７，８月の猛暑に備え、各授業時

に３名ずつの熱中症対応教員を

配当。昼食時には６名の教員で

見回りを行うことを決定 

校内研究会(ｵﾝﾗｲﾝ授業総括と 
今後に向けての検討)を実施 

校内向けプレイベントを開催 

第４回生活及び学習状況調査 
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■休校時のオンラインを活用した教育活動の全体図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「オンライン授業」の実践例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【英語】Zoom による英語でのディスカッション 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

英語のスピーキング授業（3 年選択・11 名）では、Zoom を用いて

約 90 分間、英語でのディスカッションを楽しんでいる。グループ

ディスカッションのテーマは生徒たちで決定。これまでのテーマは

①｢夢の卒業旅行プラン｣コンペ  ②オンライン授業に関する提言

Zoom 授業後の振り返りは Google Form で提出し、教師がまとめ

たものを PDF で後日共有する。毎週盛り上がり、授業の最後には

「早く教室で会いたいね」の声が…。 

【物理】動画配信授業とリアルタイム授業(Zoom)の組み合わせ 
週に YouTube による 
授業を２回、Zoom に 
よるリアルタイム授業を 
１回のペースで行って 
いる。Zoom は２学年の 
選択者約 200 人に対し 
一斉に行っている。 
〈動画〉自作の実験動画 
や KeyNote のスライド 
に、編集ソフト「Ink2Go」で音声や書き込みを加え１つの動画に

する。上は実演の温度測定に解説を加えている様子。 
〈Zoom〉動画授業で学んだ知識を活用して、実験結果を予想する

課題に取り組む。生徒が誤解しがちな概念に焦点を合わせて、予

想分布が分かれやすい設定をねらう。課題を提示し、まず個人で

予想をさせ、投票機能で予想分布を集計して共有。その後ブレイ

クアウトルームを利用して、４〜５人のグループで予想について

話し合う。その後、もう一度投票機能で予想分布をとる。 

【国語】PowerPoint とペンタブを活用した動画の配信 
１、３年漢文では 
YouTube 限定公開 
による動画配信を 
中心とした授業を 
実施。PowerPoint 
のスライドを土台 
にアニメーション 
とペンタブを併用 
した「スライド 
ショーの記録」に 
よる動画の配信とともに、PDF による資料・ワークシートの配布、

Google Forms による取り組みチェックと課題回収、Google 
Classroomの限定公開コメントによる個々の質問への対応を行う。

扱う内容は、漢字文化の形成など文字文化の歴史、漢文読解に必

要な知識とその演習、文章の読解とそれをもとにした考察等。生

徒には特に、読み方の説明スライド、質問に答えるコーナー、 
文化や歴史とつながる話が好評である。 

【数学】２人の教員での掛け合いによる授業動画の配信 
 

数学科教員２名が 
それぞれ教員役、 
生徒役に分かれて 
掛け合いによって 
授業を進める。 
YouTube に限定公開 
でアップし、Google 
Classroom で課題 
配信。生徒は動画 
視聴後、限定公開 
コメントで授業内容 
に関連した感想、質問を記入。担当教員はすべてのコメントに対し

て返答する。 
生徒役の教員は、寄せられたコメントをとりあげ、次の授業内で質

問したりしている。「掛け合いがあるので実際に参加しているつも

りで受けられる」の声もあり、概ね好評か（？） 
 

ライブ配信授業 
オンライン会議システムを活用した 

双方向的な生配信の授業 

  

動画配信授業 
事前に作成した動画による授業 

 

テキストベース授業 
ドキュメントデータ等による授業 

  

担任 教科担当 養護教諭 ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ 保護者 

各種連絡 
家庭学習に関する諸連絡 

ＨＲ活動 
クラス単位で毎週開催 

  

個人面談 
担任による面談（随時） 

  

生徒 

健康調査  
定期的に生活実態を調査 

ほけんだより 
生活習慣改善の呼びかけ 

学校連絡網サービス 

Zoom による 

カウンセリング 

入学式動画 

・校長挨拶 

・新入生代表 

                  挨拶 

・歓迎の言葉 

 

 

新入生歓迎サイトの立ち上げ 

    生徒会執行部 

各種委員会・ 

    部同好会紹介 

    動画等を掲載 

     

全校生徒による朝体操の実施 

毎朝８時半 

から Zoom を 

利用して全校 

生徒による朝 

体操を実施 

「オンライン文化祭」を計画中 

                 秋の文化祭を 

中止とはしない 

ことを決定 

新しい形での 

実施を模索中 

 

〈オンライン授業〉 〈学校保健〉 

〈様々な活動〉 
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コロナ禍に対応した授業実施形態と評価について 

2020 年 11 月 30 日 

１．概要 

各教科の授業実施形態と、年間授業計画及び評価計画は密接に関係する。オンライン授

業を組み込み、感染状況に応じて段階的に授業形態を移行させる上で、評価方法も連動し

て対応させる必要がある。また、対面授業とオンライン授業を融合させるフェーズにおい

ては、時間割を決め、教室割り振りをする際に、各教科特性によってどのような評価が可

能かを見通し、全教科を俯瞰してオンライン＆対面のバランスの最適化を図ることが重要

な要素となる。本校に於いては、P.T.（後期より拡大総務部会）に教務部の代表も入り、

各教科や関係分掌と連携して、フェーズの授業実施形態の検討と対応を行った。各教科・

科目に対して実態調査、希望調査を適宜実施し、それらを反映させながら各フェーズにお

ける時間割作成及び評価方法の検討を行った。 

 

２．対応の詳細 

●3／31(火) 

附属学校教育局より附属学校群臨時休校延長の指示 

職員会議にて①案（4／20(月)始業）、②案（5／7(木)始業）を検討。 

●4／7(火)  

通常版（1.2 版）時間割完成 

  前期中間考査（5 月）実施、延期、中止について教務部会で協議。 

●4／8(水) 

職員会議にて臨時休校延長の確認・決定 

・始業は②案 5／7(木)～とする。 

  ・「通常版」時間割は、臨時休校の延長のため使用せず。 

  ・前期中間考査の実施について各教科の意向調査を今後実施。 

  ・「オンライン授業」「オンデマンド授業」を生徒の出席すべき日数に算入できるのか

の情報が錯綜中。（萩生田文科相 4／3(金)：授業時数に認める措置を検討の発言有） 

 P.T.発足 

〈基本方針〉「生徒の教育を受ける 権利を保障するために、すべての生徒がひとしく、質

の高い学習・教育活動を行うことができるよう、最大限の努力をする」 

  ・「オンラインでの教育活動の開始について」（PDF）を生徒保護者に配布 

●4／13(月) 

「オンライン授業」試行開始 

「全科目担当者の授業課題集約」（P.T.⇔各教科） 

〈調査目的〉各クラスにおいて課されている課題を集約し、可視化する。課題の量や〆

切の期日の適切化を図る。 

〈調査内容〉Google スプレッドシート利用。教員が個々に「学年・組・科目・課題のタ

イトル・課題の内容・開始日･締切日」を入力する。 
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〈調査様式例〉 

 

 

 

 

 

 

 

●4／23(木) 

「オンライン時間割作成のための教科データ集約」（P.T. ⇔各教科） 

〈調査目的〉オンライン授業実施に向けて、「完全オンライン授業」のオンライン時間割

作成のための各教科の意向、実施形態の希望を調査する。 

〈調査内容〉Google スプレッドシート利用。各教科が科目毎に、「科目名・単位数・担当

教員・学年・組・授業形態・週ごとの回数」を入力する。 

〈調査様式例〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       →オンライン時間割作成に反映させる。 

 

●4／27(月) 

職員会議にて授業開始の延期を決定 

 全教科・科目間での授業時数を調整するため 5／11 の月曜日に開始とする。 

●4／30(木) 

P.T.にて評価の方法について協議 

 ・流動的な感染状況に応じて教育活動形態の制限も変わり、各フェーズにおいて異な

る形態で授業を実施することになる。 

・授業形態の変化に伴い、評価の方法もそれぞれの形態に応じたものとなる。 

・生徒に不利にならないような評価の在り方を引き続き検討していく必要がある。 

・各教科は、担当する生徒に対し授業内容とともに評価をどのようにつけるのかを明

示しなければならない。 

  ・最終的には年度末に、フェーズ毎の授業形態とその割合が決まることになり、そこ

で、評価方法の適切性を再度見直す必要がある。 
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●5／1 日(金) 

「『オンライン授業』の実施について」（PDF）を生徒保護者に配布 

 ・5 月 11 日(月)からオンライン授業開始の連絡 

 ・朝体操 8:30-8:45  課題配信 8:50 

・1 限 9:00-9:50  2 限 11:00-11:50  3 限 13:00-13:50  4 限 14:10-15:00 

・教員や生徒が Zoom の操作に慣れていない、各家庭の PC の利用状況（保護者のリモー

トワーク、兄弟間での利用）が不明なため、時間割に余裕を持たせる意図。 

●5／10(日) 

 オンライン授業版（9.0 版）時間割 完成 

  ・各科目はオンライン授業（Zoom）または課題配信（動画配信含む）を、週 1 時間（1

回）以上行う。 

  ・オンライン授業は曜日時限固定、課題配信は曜日固定。Google クラスルームを利用

して授業実施、課題配信、課題提出を行う。 

  ・授業時間数は担当者に任せ、同一科目間、担当者間で揃えることはしない。 

●5／11(月) 

オンライン授業スタート 

 オンライン授業版（9.0 版）時間割の稼働 

●5／13(水) 

 対面授業（登校）の開始、方法について、以降継続的に検討 

●5／21(木) 

「評価方法の検討に向けた調査」（P.T. ⇔各教科） 

〈調査目的〉コロナ対応の学習について評価内容・評価方法を集約し、本校教員で共有

する。その上で、以下のことを目的とする。 

①生徒に適切に示していくための材料とする。 

②今後の分散登校のあり方を検討するための材料とする。 

③各教科・科目における年間の評価を考えるための材料とする。 

〈調査内容〉Google スプレッドシート利用。各教科で「科目・単位数・担当者名・学年・

組・授業形態（主・副）・授業（概要・ライブ欠席対応）・評価方法（参加

＆取組の確認・内容の評価）・生徒の取組概況」を入力する。 

また、意見集約として以下の点について教科で協議し、その内容を入力

する。 

①実技科目等、評価の難しい科目について、その事情や、評価方法の提

案等。 

②オンライン授業期間の取り組みに応じない生徒について、困っている

点や、対応方法の提案等。 

③オンライン授業期間、分散登校期間の評価を年間の評価に位置づける

際に、課題となる点や、教科･科目における考え方等。 

④上記以外の、各教科・科目における懸案事項（難しいと感じているこ

とや、今後検討が必要なこと、P.T.でとりまとめてほしいこと等）。 
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  〈調査様式例〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         →分散Ａ時間割作成に反映させる。 

●5／23(土) 

「新オンライン時間割作成に向けた調査」（P.T. ⇔各教科） 

〈調査目的〉分散登校の開始に伴うオンラインと対面授業のバランスを考慮した時間割

作成に向けて、各教科・科目の授業実施形態希望及び理由の洗い出し。 

 〈調査内容〉Google フォームを利用。以下の内容を教員個々に書き込む。 

 〈調査項目〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・現在のライブ配信授業で、３限の動画配信授業等（ライブ配信無し）に移せる科目が

ありますか 

・現オンライン時間割からどの科目について、どのような変更・移し方が可能ですか 

・現在のオンライン時間割枠で、単純に枠を減じることが可能な科目はありますか 

・現オンライン時間割枠からどの科目について、どのような減じ方が可能ですか 

・分散登校Ｂの期間で、対面授業を実施したい科目がありますか 

・科目名（学年・科目名）・対面授業の概要・クラス生徒人数・人数の分け方案 

・授業実施に感染対策として必要となりそうなもの 

・授業を実施できる・したい場所 

・分散登校実現の検討に向けた御意見（対面授業優先科目の考え方、方法や場所の工夫

案等） 

・ざっくばらんな希望、コメント等  
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●5／27(水) 

「分散登校の開始について」(PDF) を生徒保護者に配布 

・6／1(月)からの「分散Ａ」（対面とオンラインを組み合わせた授業）開始を連絡。 

●5／29(金) 

 分散Ａ（9.1 版）時間割 完成 

・《50 分授業、休み時間 20 分》 朝体操 8:30-8:45  課題配信 8:50 頃 

・1 限 9:00-9:50  2 限 10:10-11:00  3 限 11:20-12:10 

4 限 13:30-14:20  5 限 14:40-15:30 

  ・各クラス週１回登校（4 限・5 限） LHR と体育の２時間のみ対面授業を実施。 

  ・登校日のクラスは 3 限の授業は設置しない、もしくは動画配信授業を置くことで登

校時間（約２時間）を確保できるように配慮。 

●6／1(月) 

分散Ａスタート 

 分散Ａ（9.1 版）時間割の稼働。 

●6／6(土) 

「定期考査・対面授業実施の希望調査」（P.T. ⇔教科） 

 〈調査目的〉流動的な情勢の中で、いったん前期において各科目の評価を出す前提で、

定期考査および分散登校時における対面授業の実施希望を調査し、中間考

査実施形態の確定と、分散Ｂ時間割作成に生かす。 

〈調査内容〉Google スプレッドシート利用。各科目担当者が、以下のことを入力する。 

①前期の評価にあたり，定期考査の実施をどの程度希望するか 

②前期の評価にあたり，対面授業の実施をどの程度希望するか 

③積極的なオンラインによる試験実施の実施希望等がある場合は、具体

的な案を書く。 

  〈調査様式例〉 
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    →分散Ｂ時間割作成、中間考査実施に反映させる。 

 

●6／12(金) 

分散Ｂ（9.2 版）時間割 完成 

・《50 分授業、休み時間 午前 10 分、午後 15 分》 課題配信 8:00 頃 

1 限 8:20-9:10  2 限 9:20-10:10  3 限 10:20-11:10   

4 限 12:30-13:20  5 限 13:35-14:25  6 限 14:40-15:30 

  ・朝体操の実施はしない。 

・週あたり登校日数：１・２年生は３日、３年生は選択科目数により異なる。 

  ・登校時限は 4 限～6 限。登校のある日のオンライン授業は 3(2)限で終了 

  ・対面 LHR は１年生のみ。２年、３年の LHR は学年の要望でオンライン授業に移行。 

  ・４０名収容教室を感染予防のために３教室に限定：地理教室、被服教室、桐陰会館 

  ・理科（１年生物・２年化学）は、他科目（１年古文・２年家庭）と組んで、クラス

の半数ずつ（出席番号偶数・奇数で分割）が理科実験、他科目を受講。これは理科

実験室収容人数の都合。 

  ・生物基礎（実験）は、担当者により生物実験室と普通教室を利用。 

  ・物理基礎（実験）は、普通教室を利用。２クラスを４教室に分割して同時授業。 

  ・化学基礎（実験）は、担当者により化学実験室と物理実験室を利用。 

  ・地学基礎（実験）は、地学教室で収容できた。 

  ・１年２年の体育と芸術は、Ａ週Ｂ週で２クラス同時展開１クラスずつ入替。 

  ・実施科目 

   １年：古文、数学 IA、生物基礎、体育、芸術(音美工書）、LHR 

   ２年：古文、倫理、化学基礎、物理基礎、地学基礎、体育、芸術(音美工書）、家庭 

３年：必修：古文、体育  自選：古文、化学 abc、物理 ab、地学特講、オーラル

プレゼンテーション、音楽Ⅲ、美術Ⅲ、工芸Ⅲ、クラフトデザイン 

「来週（6／15～）の登校日等について」（PDF）を生徒保護者に配布 

  ・6／15(月)から「分散Ｂ」（分散Ａからさらに対面授業増）開始の連絡 
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●6／15(月) 

分散Ｂスタート 

分散Ｂ（9.2 版）時間割の稼働 

  感染状況の悪化に伴い、7 月中旬より分散Ｃへ移行の予定を中止し、分散Ｂを継続。 

●6／22(月)･23(火) 

前期中間考査Ⅰ期実施 

・前期中間考査Ⅰ期、Ⅱ期のいずれかで各科目考査を実施（対面にて実施）。実施時期は

科目担当者の希望により振り分ける。 

●7／23(木)･24(金) 

 授業実施 

休日（海の日・スポーツの日）であるが、授業時間数確保のため授業を実施。 

英検受験をすでに申し込んでいた生徒は、公欠（３年）、事故欠（１年２年）で対応。 

●7／29(水)･30(木)･31（金） 

前期中間考査Ⅱ期実施 

感染防止のため普通教室収容制限２０名とする。 

学年ごとに登校時刻をずらし、使用教室の調整を図る。 

●8／1(土) 

「各教科年間指導計画と評価方法の見直しと今後の予定調査」（P.T. ⇔各教科） 

〈調査目的〉以降、分散Ｂ継続、完全オンラインのいずれの場合でも、できるだけ平常

時と変わらない生徒の学習を保障することを目指して、各教科・科目にお

いて年間の指導計画と評価計画を見直し、確認して見通しを立てる。 

〈調査内容〉Google スプレッドシートを利用。各科目で、年度当初に作成した「教育計

画」と照らし合わせた今後の予定として（分散Ｂが継続する場合、完全オ

ンラインとなる場合両方について）、「夏休み明けの時間割での変更要望」、

「2020 年度末まで分散Ｂが継続される場合の授業計画」、「評価方法」を入

力する。 

 〈調査様式例〉 
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●8／7(金) 

「教科主任会議 全教科の年間指導と評価方法の検討」 

上記の「各教科年間指導計画と評価方法の見直しと今後の予定調査」を、全教科集約し、

教科代表が共有し、その内容について適切かどうか協議する。主に、評価の見通しにつ

いて検討するとともに、時間割変更の必要性とその具体的内容について話し合う。 

各科目の授業実施形態と、その中でどのような評価が可能か、情報交換をするとともに、

各教科の現状を共有する。 

●8／18(火) 

「本校の夏休み明けの教育活動について（お願い）」（PDF）を生徒保護者に配布 

 ・8 月 25 日(火)から「分散Ｃ」（40 分短縮・全授業対面授業）開始の連絡  
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・4 月作成の通常時間割（1.2 版）時間割を流用 

・《40 分授業、休み時間 10 分》 週番朝礼 9:30 

1 限 9:40-10:20  2 限 10:30-11:10  3 限 11:20-12:00  4 限 12:10-12:50 

昼休み 12:50-13:20 5 限 13:20-14:00   6 限 14:10-14:50 

7 限 15:00-15:40   8 限 15:50-16:30 （7 限 8 限は第二外国語のみ） 

●8／19(水) 

 拡大総務部会にて、今後完全オンラインに移行する場合には分散Ｃ時間割をそのままオ

ンライン時間割に転用することを決定 

●8／25(火) 

分散Ｃ40 分短縮 6 時間授業スタート 

  分散Ｃ（通常時間割 1.2 版）時間割の稼働。 

●9／19(土) 

「前期の成績について検討」（拡大総務部会） 

  ・オンライン授業は授業時数にカウントしない。 

  ・臨時休校中におけるオンラインでの学習は評価の対象とする。 

  ・臨時休校中に学んだ内容については、対面授業開始後に再度学習する必要はない。 

  ・出席すべき日数、授業時数が極端に少なくとも、今年度についてはやむなし。 

  ・分散東京期間中の「出席停止・忌引き等の日数」もカウント対象。 

●10／1(木)･2(金)･5(月)･6(火) 

前期期末考査実施 

・考査時間は 50 分間とするため、時間割を一部変更。 

●10／5(月) 

本年度の成績について、生徒・保護者に通知 

●10／8(木) 

「後期からの本校の教育活動について（ご連絡とお願い）」（PDF）を生徒保護者に配布 

  ・10 月 16 日(金)から「分散Ｃ」（45 分短縮・全授業対面授業）開始の連絡  

・4 月作成の通常時間割（1.2 版）時間割を流用 

・《45 分授業、休み時間 10 分》 週番朝礼 9:10 

1 限 9:20-10:05   2 限 10:15-11:00  3 限 11:10-11:55  4 限 12:05-12:50 

昼休み 12:50-13:20 5 限 13:20-14:05   6 限 14:15-15:00 

7 限 15:10-15:55  8 限 16:05-16:50 （7 限 8 限は第二外国語のみ） 

●10／13(火) 

成績会議実施、前期成績確定 

 

３．まとめ 

今回、コロナ禍という流動的な状況において「生徒の教育を受ける 権利を保障するため

に、すべての生徒がひとしく、質の高い学習・教育活動を行うことができるよう、最大限

の努力をする」という基本方針をもって対応を模索しながら進んできた。今年度の取り組

みを一時的な対応で終わらせるのではなく、これらの経験を基に、「生徒の学びを止めない」

ために、様々な緊急事態に学校全体で対応できる組織作りを行うことが大きな課題である。 
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オンライン授業について

―4 月から 7 月末までの総括―

本校では 2012 年より S G H（スーパーグローバルハイスクール）の取り組みにより G-

suite を導入し、平時より課題提出や生徒との連絡のために使用してきた。ただし、全教

科・教員が実用化していたわけではない。4 月以降のオンライン教育は、この G-suite を

軸に展開していくことになる。教科の特性や教員の趣向を反映させられるように、次の

三つの方法でオンライン授業を展開してきた。 

① テキストベース

Word、Excel、PowerPoint、Google ドキュメント、Google スプレッドシート、Google

スライドなどを活用しての課題説明と課題提出を行う方式

② 動画配信

mp４ファイルを Google クラスルームを通じて配信、または Youtube の限定公開による

配信を行い、課題を回収する方式。課題回収は Google フォームへの回答が多く実施さ

れていた。 

③ zoom を活用した対面授業

時間割を設定して、生徒全員が同時間に顔を合わせてのオンライン授業による方式。ブ

レイクアウトなどを活用しながらの授業展開が実施された。

オンライン授業を経て、校内での I C T 化が一層教科され、普段から G-Suite を活用し

ていなかった教員もこれをきっかけに活用できるようになった。また動画の撮影など

は、普段の対面授業にも応用できるなどの気づきがあった。9 月 14 日に校内研究会を開

き、オンライン授業を振り返る場を設けた。アンケートを実施したので、ここでは参考

になりそうな質問項目を掲載する。 

質問は次の三つ。 

A オンライン授業を経て、通常授業に活かせることがあれば教えてください。

B オンライン授業を経て、改めて通常の対面授業でのメリットについてお気づきの点があれ

ばご記入ください。今回の経験で当たり前のところを見直すきっかけになったと思いま

す。些細なことでも構いません。 

C オンライン授業を経験して、お気づきの点や今後改善が必要なこと、困っていることな

ど、自由にご記入ください。個人のことでも全体に関することでも構いません。 
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教
科
・
科
目
名

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
経
て
、
通
常
授
業
に
活
か
せ
そ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
教

え
て
く
だ
さ
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
経
て
、
改
め
て
通
常
の
対
面
授
業
で
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
お
気
づ
き
の
点
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
今
回
の
経
験
で
当
た
り
前
の
と
こ
ろ
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。
些
細
な
こ
と
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

そ
の
他
：
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
経
験
し
て
、
お
気
づ
き
の
点
や
今
後
改
善
が
必
要
な
こ
と
、
困
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
、
自
由
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
個
人
の
こ
と
で
も
全
体
に
関
す
る
こ
と
で
も
構
い

ま
せ
ん
。

国
語

一
人
一
台
パ
ソ
コ
ン
が
前
提
に
な
れ
ば
、
授
業
中
に

cl
as

sr
oo

m
が
使
え

る
。

授
業
開
始
前
に
早
目
に
部
屋
を
開
け
る
必
要
が
な
い
。

生
徒
全
員
を
俯
瞰
で
き
る
。

良
い
点
が
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
文
部
科
学
省
が
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
授
業
時
数
と
し
て
認
め
な
い

限
り
、
定
着
は
難
し
い
。
例
え
ば
「
分
散
Ｂ
」
の
形
式
を
正
式
に
授
業
と
し
て
認
め
て
く
れ
れ
ば
、

通
勤
通
学
ラ
ッ
シ
ュ
の
解
消
と
い
う
意
味
で
、
社
会
的
貢
献
に
も
な
る
。

国
語
科

授
業
進
度
を
維
持
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
生
徒
一
人
一
人
の
丁
寧
な

評
価
に
努
め
れ
ば
、
コ
メ
ン
ト
の
質
（
学
習
効
果
？
）
の
向
上
に
つ
な
が

る
。

教
科
書
・
副
教
材
以
外
の
著
作
物
を
資
料
と
し
て
使
い
や
す
い
。

国
語
（
古
典
）

G
oo

gl
eフ

ォ
ー
ム
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

生
徒
の
反
応
を
リ
ア
ル
に
見
な
が
ら
進
め
ら
れ
る
こ
と
。
授
業
前
後
に
何
気
な
い
会
話
が
で
き
る
こ
と

が
、
生
徒
理
解
に
つ
な
が
る
こ
と
。

特
に
無
し

国
語
・
漢
文
（
1

年
・
3年

）
・
課
題
の
提
出
を

G
oo

gl
eの

ア
プ
リ
を
使
っ
て
工
夫
す
る
こ
と
で
、
共
有
や

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
効
果
的
に
で
き
る
。

・
復
習
用
、
発
展
学
習
用
、
自
学
自
習
用
、
深
掘
り
マ
ニ
ア
用
、
な
ど
と

い
っ
た
目
的
別
に
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
る
。

・
即
時
の
双
方
向
性

・
生
徒
同
士
の
思
考
の
共
有

・
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
取
り
組
む
に
は
、
生
徒
の
自
律
性
が
必
要
な
要
素
に
な
る
の
で
、
生
徒

自
身
に
も
そ
の
意
識
を
し
っ
か
り
持
た
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

・
取
り
組
み
を
滞
納
し
て
し
ま
う
生
徒
へ
の
ケ
ア
と
し
て
、
怠
惰
な
の
か
、
考
慮
す
べ
き
事
情
（
病

気
、
メ
ン
タ
ル
等
）
が
あ
る
の
か
、
の
把
握
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か
。

・
紙
ベ
ー
ス
の
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
が
難
し
い
生
徒
の
た
め
の
ケ
ア
。

現
代
文

簡
単
な
提
出
物
や
連
絡
な
ど
に
便
利
だ
と
思
う
。

や
は
り
教
室
で
同
じ
ク
ラ
ス
の
生
徒
と
学
習
す
る
こ
と
で
、
問
題
を
共
有
し
、
他
の
生
徒
の
意
見
や
反

応
を
感
じ
な
が
ら
自
分
の
意
見
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

家
庭
に
よ
っ
て
環
境
が
違
い
、
学
習
に
ス
ト
レ
ス
な
く
取
り
組
め
る
生
徒
と
そ
う
で
な
い
生
徒
の

差
は
大
き
い
。
個
人
的
に
は
、
評
価
や
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
不
十
分
さ
な
ど
改
善
す
べ
き
と
こ
ろ

が
多
か
っ
た
。

公
民
科
・
倫
理

＆
総
合
社
会

特
に
な
し

反
応
が
見
え
る
と
こ
ろ
は
対
面
な
ら
で
は
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
，
気
に
な
っ
た
こ
と
を
随
時
近
く
の
生

徒
と
共
有
し
た
り
で
き
る
の
も
対
面
授
業
だ
か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。
生
徒
の
つ
ぶ
や
き
に
は
興
味

深
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
，
そ
の
つ
ぶ
や
き
を
拾
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
や
は
り
「
対
面
授
業
」
だ
と

思
い
ま
す
。

日
本
史

B
C

la
ss

ro
om

で
の
課
題
の
配
付
・
回
収
や
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
作
成

空
間
を
把
握
で
き
る
こ
と
（
生
徒
の
理
解
度
、
反
応
（
表
情
）
、
作
業
の
進
度
）
、
休
み
時
間
等
で
の
生

徒
同
士
の
疑
問
の
共
有
・
学
び
あ
い
教
え
あ
い

対
面
の
授
業
を
オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
つ
つ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
対
面
で
補
う
よ
う
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
形

が
よ
い
。

補
習
や
自
学
な
ど
の
意
欲
の
あ
る
生
徒
へ
の
応
用
教
材
な
ど
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
こ
と
が
で

き
る
し
、
修
学
旅
行
中
の
空
き
コ
マ
の
解
消
な
ど
活
用
の
余
地
が
あ
る
。

生
徒
側
の
環
境
整
備
（
家
庭
に
よ
る
通
信
環
境
と
回
線
速
度
の
差
）
は
依
然
と
し
て
課
題
。

「
オ
ン
ラ
イ
ン
っ
て
、
も
う
終
わ
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
ね
、
な
ん
だ
っ
た
ん
で
す
か
ね
」
と
い
う
意
見

の
生
徒
も
多
い
。
普
段
の
授
業
に
活
か
さ
な
い
と
「
対
面
授
業
が
で
き
な
い
か
ら
仕
方
な
く
す
る

二
次
的
な
位
置
づ
け
の
授
業
形
態
」
と
思
わ
れ
て
し
ま
う
。

地
理
歴
史
科
・

地
理
Ａ

G
IS
の
利
用
。

生
徒
の
様
子
が
よ
く
わ
か
る
。

地
理
歴
史
科
・

世
界
地
理
（
3

年
）

と
く
に
な
い
で
す

生
徒
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
出
来
る

数
学

生
徒
は
自
分
で
問
題
を
解
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
に
、
改
め
て
気
づ

い
た
。
授
業
プ
リ
ン
ト
で
誘
導
を
増
や
し
た
り
、
問
題
を
解
か
せ
る
と
き
の
ヒ

ン
ト
を
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
で
入
れ
た
り
し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
授
業
で
も
意

識
し
て
い
き
た
い
。

対
面
授
業
で
は
、
発
言
し
な
い
生
徒
に
つ
い
て
も
、
机
間
指
導
を
す
れ
ば
様
子
を
把
握
で
き
る
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
は
ほ
と
ん
ど
で
き
な
か
っ
た
。
生
徒
は
、
ち
ょ
っ
と
分
か
ら
な
い
こ
と
や
聞
き
漏
ら

し
た
こ
と
を
、
対
面
授
業
で
は
近
く
の
生
徒
に
す
ぐ
聞
け
る
が
、
テ
キ
ス
ト
や
動
画
配
信
の
授
業
で
は

全
く
で
き
ず
、

Zo
om

で
は
チ
ャ
ッ
ト
し
か
手
段
が
な
か
っ
た
。
こ
の
差
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
。

生
徒
の
負
担
が
、
対
面
授
業
に
比
べ
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
激
増
し
た
と
思
う
。
ア
ン
ケ
ー
ト

で
課
題
を
全
部
出
せ
て
い
る
生
徒
が
約
半
分
だ
っ
た
の
は
、
重
く
受
け
止
め
る
べ
き
だ
と
思
う
。

教
員
が
、
現
在
当
然
だ
と
考
え
て
い
る
こ
と
の
中
で
諦
め
る
こ
と
を
増
や
し
て
、
対
面
授
業
の
と

き
よ
り
も
生
徒
の
負
担
が
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
に
す
べ
き
だ
と
思
う
。

数
学

板
タ
ブ
の
活
用

授
業
を
受
け
る
生
徒
の
様
子
が
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
で
の
授
業
は
や
り
に
く
い
。

授
業
中
の
生
徒
の
反
応
が
わ
か
り
ず
ら
い
の
で
、
気
を
つ
け
な
い
と
通
常
授
業
よ
り
早
く
進
み

が
ち
で
し
た
。

数
学
科

資
料
な
ど
を
載
せ
る
・
反
転
授
業
・
休
ん
だ
生
徒
へ
の
対
応
・
テ
ス
ト
返
却

な
ど

数
学

授
業
で
や
り
切
れ
な
か
っ
た
こ
と
の
カ
バ
ー
な
ど
は
動
画
が
使
え
そ
う
で

す
。
例
え
ば
，
授
業
内
容
に
つ
い
て
の
解
説
動
画
な
ど
。
学
力
格
差
を
埋

め
る
の
に
は
よ
い
か
と
思
ま
し
た
。

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
対
面
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
，
生
徒
と
教
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
空
気
感
（
生

徒
が
理
解
し
た
か
を
測
る
こ
と
が
で
き
る
）

回
答
が
遅
く
な
り
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
も
し
足
し
に
な
れ
ば
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

数
学

テ
ス
ト
返
却
の
際
，
解
説
動
画
を
作
成
し
た
が
，
そ
れ
は
今
後
も
行
っ
て
い

き
た
い
。
必
要
な
部
分
の
み
見
れ
ば
よ
い
と
い
う
点
で
，
授
業
で
行
う
よ
り

効
果
的
で
あ
っ
た
。

授
業
の
内
容
が
伝
わ
っ
た
か
ど
う
か
の
空
気
感
は
，
や
は
り
対
面
で
行
っ
て
は
じ
め
て
よ
く
わ
か
る

も
の
だ
と
感
じ
た
。

多
種
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
よ
う
な
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
を
少
し
ず
つ
た
め
て
い
く
こ
と
に

よ
っ
て
，
今
回
の
よ
う
な
事
態
へ
の
対
応
も
ス
ム
ー
ス
と
な
る
し
，
平
常
時
で
も
豊
か
な
教
育
活

動
の
一
助
と
な
る
と
感
じ
た
。

理
科

実
験
動
画
の
制
作
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
得
し
た
こ
と
．
実
際
に
や
る
よ
り
効

果
的
な
こ
と
も
目
的
に
よ
っ
て
は
あ
り
得
る
．

言
い
方
が
悪
い
が
，
学
習
能
力
の
低
い
生
徒
で
も
，
と
り
あ
え
ず
全
体
の
流
れ
の
中
に
孤
立
せ
ず
に

存
在
で
き
る
こ
と
．
ま
た
，
集
団
の
力
を
借
り
て
，
個
人
の
学
習
能
力
を
超
え
た
学
習
が
で
き
る
こ
と
．

全
員
一
律
を
求
め
る
と
，
ろ
く
な
こ
と
に
な
ら
な
い
．
特
に
教
員
側
．

化
学
・
化
学
基

礎
実
験
デ
ー
タ
の
解
析
や
集
計
を
授
業
以
外
の
時
間
に
行
な
え
る
か
も
知

れ
な
い
。

実
験
・
実
習
の
経
験
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
伝
え
る
こ
と
は
不
可
能
。

今
回
の
期
間
に
該
当
し
た
生
徒
に
は
、
今
ま
で
の
生
徒
に
提
供
で
き
て
い
た
体
験
的
な
学
び

の
機
会
を
用
意
で
き
て
い
な
い
。
そ
の
部
分
の
回
復
方
法
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
も
の
か
、
困
っ
て

い
る
。

物
理

(3
年

ab
講

座
)

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
限
ら
ず
、
今
年
度
は
授
業
時
間
が
減
っ
た
た
め
、
「
本

質
は
何
か
」
を
考
え
直
す
教
材
研
究
を
重
ね
た
。
そ
の
経
験
は
、
今
後
の

授
業
に
活
か
せ
る
。

も
う
オ
ン
ラ
イ
ン
に
戻
り
た
く
な
い
で
す
が
、
戻
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
場
合
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
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教
科
・
科
目
名

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
経
て
、
通
常
授
業
に
活
か
せ
そ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
教

え
て
く
だ
さ
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
経
て
、
改
め
て
通
常
の
対
面
授
業
で
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
お
気
づ
き
の
点
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
今
回
の
経
験
で
当
た
り
前
の
と
こ
ろ
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。
些
細
な
こ
と
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

そ
の
他
：
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
経
験
し
て
、
お
気
づ
き
の
点
や
今
後
改
善
が
必
要
な
こ
と
、
困
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
、
自
由
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
個
人
の
こ
と
で
も
全
体
に
関
す
る
こ
と
で
も
構
い

ま
せ
ん
。

化
学

知
識
や
思
考
の
方
法
に
関
し
て
、
授
業
を
繰
り
返
し
確
認
し
た
い
、
と
い
う

生
徒
が
複
数
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
実
験
室
で
は
な
く
講
義
室
で
行
う

授
業
の
際
は
、
録
画
し
て

cl
as

sr
oo

m
に
載
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま

た
、
家
庭
の
事
情
や
体
調
不
良
な
ど
で
私
が
休
校
に
し
て
し
ま
う
場
合
、

オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
を
う
ま
く
利
用
す
る
こ
と
で
、
学
習
補
償
が
あ
る
程

度
、
で
き
る
と
考
え
て
い
て
、
今
、
そ
の
検
証
を
高
３
の
授
業
で
行
な
っ
て

い
る
。

生
徒
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
が
肌
で
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
。
ラ
イ
ブ
で
実
験
の
様
子
を
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
（
生

徒
も
や
は
り
ラ
イ
ブ
は
違
う
、
と
い
っ
て
ま
し
た
）

生
物

G
-s

ui
te
を
授
業
の
予
習
・
復
習
に
使
い
た
い
。

対
面
授
業
（
特
に
実
習
）
で
の
生
徒
と
教
員
、
ま
た
は
生
徒
間
で
の
グ
ル
ー
プ
活
動
を
通
し
て
、
お
互

い
に
確
認
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
、
理
解
し
た
こ
と
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
い
か
に
大
事
か
と
い

う
こ
と
。

英
語

ど
ち
ら
も
や
る
べ
き
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
、
そ
こ
は
ぶ
れ
て
は
い
け
な
い
と

再
認
識
。

お
互
い
に
顔
が
見
え
る
こ
と
。
ペ
ア
ワ
ー
ク
な
ど
、
対
面
の
方
が
生
徒
は
活
動
を
積
極
的
に
行
う
。

あ
る
曜
日
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
在
宅
・
自
宅
学
習
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
不
可
能
な
の
か
？
企

業
、
公
官
庁
は
試
行
錯
誤
し
て
い
る
。
小
中
高
で
は
無
理
、
と
決
め
つ
け
ず
、
こ
れ
を
機
会
に
、

様
々
な
教
育
の
提
供
方
法
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
。

英
語
科

課
題
の
提
出
を
フ
ォ
ー
ム
ズ
を
使
っ
て
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

し
た
。

対
面
の
方
が
生
徒
の
理
解
度
が
わ
か
り
、
よ
い
と
思
い
ま
す
。

参
加
し
た
く
な
い
者
が
参
加
し
な
く
て
す
ん
で
し
ま
う
の
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
出
席
の
扱
い

が
難
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

英
語

資
料
を

G
oo

gl
e 

C
la

ss
ro

om
で
提
示
す
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

み
ん
な
で
お
な
じ
場
所
に
い
る
「
空
気
感
」
だ
と
お
も
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
す
る
の
な
ら
ば
、
時
間
を

50
分
と
設
定
し
な
く
て
も
、
短
時
間
で
も
よ
い
の

か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

英
語

 オ
ー
ラ
ル

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン

こ
れ
ま
で
手
書
き
で
提
出
し
て
い
た
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
課
題
な
ど
を
す
べ
て

フ
ォ
ー
ム
に
し
た
こ
と
で
、
そ
の
後
の
編
集
が
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
大
き

な
変
化
で
す
。
た
だ
し
、
キ
ー
ボ
ー
ド
入
力
に
慣
れ
て
以
内
生
徒
に
と
っ
て

は
ス
ト
レ
ス
な
の
で
、
一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
。

英
語
を
話
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
こ
の
科
目
に
お
い
て
は
、
言
語
外
の
情
報
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
は
重
要
、
と
言
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
、
視
線
、
笑
い
声
、
ち
ょ
っ
と
し
た
め
息
、

全
体
の
雰
囲
気
な
ど
。
声
を
か
ぶ
せ
ら
れ
な
い

zo
om

で
は
、
譲
り
合
っ
て
話
す
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
成
立
に
お
い
て
は
や
は
り
不
自
然
な
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
す
。

英
語

G
oo

gl
e 

C
la

ss
ro

om
や

Fo
rm

を
補
完
的
に
使
う
。

C
la

ss
ro

om
に
参
考

資
料
や
プ
リ
ン
ト
、
授
業
ス
ラ
イ
ド
を
載
せ
て
生
徒
に
共
有
し
た
り
、
課
題

の
提
出
を
紙
ベ
ー
ス
か
ら

Fo
rm

sや
D

oc
um

en
tに

す
る
こ
と
で
共
有
が

楽
に
な
っ
た
り
こ
ち
ら
の
業
務
が
ス
リ
ム
化
す
る
と
思
う
。

や
は
り
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
は
直
に
反
応
が
見
え
な
い
の
で
（
見
え
た
と
し
て
も
限
界
が
あ
る
の
で
）
、

授
業
の
内
容
が
ど
の
よ
う
に
生
徒
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
の
か
が
わ
か
ら
な
い
モ
ヤ
モ
ヤ
が
あ
っ

た
。
今
日
約
半
年
ぶ
り
に
対
面
授
業
を
し
た
が
、
生
徒
の
実
際
の
表
情
を
見
て
実
際
の
声
を
聞
け
る

の
が
新
鮮
だ
っ
た
。
当
た
り
前
の
こ
と
だ
け
れ
ど
も
、
人
対
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
対
面

に
優
る
も
の
は
な
い
と
感
じ
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
英
語
１
・

英
語
表
現
Ⅱ

対
面
授
業
で
実
施
す
る
べ
き
優
先
事
項
の
高
い
内
容
に
絞
る
意
識
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
た
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド
の
授
業
動
画
や
解
答
解
説
、

C
la

ss
ro

om
経
由
の
プ
リ
ン
ト
配
信
（
全
ク
ラ
ス
共
通
の
も
の
）
な
ど
、
今
後

は
ブ
レ
ン
ド
形
式
に
す
る
予
定
で
あ
る
。

同
じ
時
間
、
空
間
を
共
有
す
る
こ
と
の
大
切
さ
。
効
率
性
を
重
視
す
る
こ
と
が
教
育
的
に
良
い
と
は
限

ら
な
い
。
人
と
触
れ
合
う
こ
と
（
物
理
的
に
で
は
な
く
）
、
様
々
な
情
報
を
友
人
や
教
師
か
ら
感
じ
取
り

な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
経
験
が
人
と
し
て
大
事
で
あ
る
こ
と
。

上
述
し
た
私
が
感
じ
る
対
面
授
業
の
良
さ
を
、
全
員
マ
ス
ク
着
用
や
自
由
に
話
し
合
い
活
動
が

で
き
な
い
こ
の
制
限
下
に
お
け
る
授
業
を
と
お
し
て
生
徒
達
が
同
じ
よ
う
に
感
じ
て
く
れ
る
の

か
、
と
い
う
不
安
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
経
験
し
た
生
徒
達
が
「
毎
日
学
校
に
来
る
必
要
が
な

い
」
と
い
う
考
え
を
強
く
し
て
学
校
か
ら
離
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
感
じ
る
。

英
語
表
現

II（
2

年
生
）

一
斉
連
絡
の
方
法
、
生
徒
か
ら
の
提
出
物
の
回
収
方
法
な
ど
の
ハ
ー
ド

面
。
教
室
で
一
斉
に
行
っ
て
い
る
リ
ス
ニ
ン
グ
の
練
習
を
、
各
自
で
さ
せ
て

み
る
と
意
外
に
出
来
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
個
々
の
違
い
が
如
実
に
わ

か
っ
た
点
。

あ
ら
た
め
て
、
生
徒
同
士
も
、
教
員
も
、
顔
を
見
合
わ
せ
て
話
す
こ
と
の
重
要
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

zo
om

で
は
顔
を
出
さ
な
い
し
、
生
徒
も
顔
も
覚
え
ら
れ
て
い
な
い
し
、
虚
無
感
を
お
互
い
に
感
じ
る
ば

か
り
の
日
々
だ
っ
た
よ
う
に
、
今
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。

学
校
に
来
て
何
が
し
た
い
か
と
聞
い
た
と
き
に
「
み
ん
な
で
笑
い
た
い
」
「
み
ん
な
で
楽
し
み
た
い
」
と

い
う
コ
メ
ン
ト
が
多
か
っ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

「
み
ん
な
で
一
致
団
結
し
て
〜
を
し
よ
う
ぜ
！
」
と
い
う
の
は
、
や
は
り
、
馴
染
ま
な
い
職
場
な
ん

だ
な
、
と
言
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
適
性
や
経
験
値
、
体
力
（
や
る
気
）
、
器
械
の
扱
い
な
ど
、

み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

＊
自
由
記
述
欄
は
す
べ
て
、
長
文
が
書
け
る
設
定
に
し
て
下
さ
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
英
語

 II
I 

(3
年
生

 全
員
必

修
）

生
徒
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
丁
寧
に
拾
う
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
見
え
て
く
る

こ
と
が
感
動
的
で
し
た
。
こ
れ
を
毎
回
の
授
業
で
は
出
来
な
い
け
れ
ど
、
な

ん
と
か
活
か
し
た
い
で
す
。

一
緒
に
声
を
出
す

(音
読
）
こ
と
、
隣
と
ち
ょ
っ
と
相
談
し
て
答
え
を
出
す
こ
と
、
な
ど
。
何
気
な
い
こ
と

で
す
が
、
日
々
の
積
み
重
ね
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

教
室
で
授
業
が
出
来
て
、
み
ん
な
で
笑
っ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
出
し
合
っ
た
り
出
来
る
こ

と
の
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
英

III
 は

ク
ラ
ス
全
員
が
揃
う
貴
重
な
場
な
の
で
、
穏
や
か

に
か
つ
、
お
互
い
に
刺
激
し
合
え
る
時
間
に
し
た
い
、
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
経
て
さ
ら
に
強
く
感
じ
て

い
ま
す
。

保
健
体
育
科

G
oo

gl
e 

cl
as

sr
oo

m
や

Fo
rm

s 
は
対
面
授
業
内
で
も
活
用
で
き
る
と
思

う
。
１
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
が
確
立
で
き
る
と
、
出
来
る
こ
と
も
も
っ
と

増
え
る
だ
ろ
う
と
感
じ
て
い
る
。

細
か
く
生
徒
の
姿
、
顔
を
見
て
対
話
し
な
が
ら
授
業
を
行
え
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
だ
と
感
じ
る
。
面

談
な
ど
１
対
１
は

Zo
om

と
変
わ
ら
な
い
が
、
４
０
対
１
の
授
業
で
は
、
生
徒
の
個
別
の
様
子
や
生
徒

の
話
し
合
い
の
過
程
を
見
て
指
導
す
る
こ
と
こ
と
は
難
し
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
と
対
面
授
業
の
組
み
合
わ
せ
は
悪
く
な
い
と
感
じ
た
。
こ
れ
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

良
い
、
と
い
う
部
分
も
確
か
に
あ
る
。

保
健
体
育
科

動
画
配
信
で
一
方
向
で
の
授
業
を
経
験
し
て
、
よ
り
対
面
授
業
の
重
要
さ

を
感
じ
た
。

生
徒
の
授
業
中
の
取
り
組
み
を
目
で
見
て
確
認
で
き
る
こ
と
は
、
評
価
を
正
確
に
行
う
こ
と
に
も
つ
な

が
る
し
、
教
師
が
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
答
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
、
対
面
授
業
が
重
要
で

あ
る
。

特
に
な
し

保
健

50
分
授
業
を

15
～

20
分
の
動
画
配
信
に
し
て
い
た
の
で
、
通
常
授
業
で

も
内
容
を
精
選
す
る
な
ど
教
え
方
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
課
題
を
見
つ
け
た

り
話
し
合
い
活
動
に
時
間
を
あ
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

家
庭
科

G
oo

gl
ec

la
ss

ro
om

を
通
し
て
の
資
料
配
付
や
提
出
物
の
管
理
。

生
徒
の
様
子
を
一
度
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
。

生
徒
に
よ
っ
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
対
し
て
得
手
不
得
手
が
あ
る
と
思
う
。

情
報
科
・
情
報

の
科
学

授
業
中
に
説
明
し
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
や
上
級
者
向
け
・
初
心
者
向
け
の

補
足
説
明
に
つ
い
て
は
動
画
に
し
て
お
い
て
、
み
た
い
人
は
ど
う
ぞ
～
と

し
て
お
く
こ
と
は
今
後
も
使
え
そ
う
で
す
。

情
報
の
対
面
授
業
で
は
、
近
所
の
人
と
相
談
し
た
り
助
け
合
っ
た
り
し
な
が
ら
作
業
す
る
こ
と
が
日
常

的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
で
き
ず
生
徒
個
人
で
の
孤
独
な
取
り
組
み
に
な
っ
て
い
た
の

は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
扱
い
が
不
得
意
な
生
徒
に
は
辛
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
対

面
授
業
で
は

Y
ou

tu
be

や
ニ
コ
ニ
コ
動
画
を
観
な
が
ら
説
明
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
オ
ン
ラ

イ
ン
だ
と
そ
れ
は
著
作
権
的
に
難
し
い
の
で
、
カ
ッ
ト
し
た
り
ス
ラ
イ
ド
に
し
た
り
し
て
内
容
を
変
更
し
た

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

教
材
を
見
直
す
良
い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
動
画
・
ス
ラ
イ
ド
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
に
ま
と

め
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
こ
と
を
貯
め
て
お
け
ば
、
欠
席
し
た
生
徒
へ
の
対
応
が
も
っ
と
手
厚
く

や
り
や
す
く
な
る
は
ず
で
す
。
い
ろ
ん
な
教
科
の
取
り
組
み
を
共
有
・
活
用
し
て
、
方
法
で
悩
む

時
間
を
授
業
内
容
を
考
え
る
時
間
に
し
て
、
労
働
時
間
の
短
縮
が
進
め
ば
い
い
な
と
思
い
ま

す
。

音
楽
科

合
唱
の
パ
ー
ト
練
習
な
ど
、
各
パ
ー
ト
音
源
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ツ
ー
ル
を

活
か
し
て
各
自
に
渡
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
よ
り
練
習
効
率
を
上
げ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

同
じ
空
間
で
呼
吸
を
合
わ
せ
て
合
奏
、
合
唱
が
行
え
る
こ
と
。
目
に
見
え
な
い
「
心
を
合
わ
せ
る
」
感

覚
を
味
わ
う
こ
と
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
難
し
い
。
音
楽
を
感
じ
る
、
奏
で
る
、
表
現
す
る
こ
と
が
、
い
か

に
同
じ
空
間
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
の
か
を
改
め
て
理
解
し
た
。

015



教
科
・
科
目
名

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
経
て
、
通
常
授
業
に
活
か
せ
そ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
教

え
て
く
だ
さ
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
経
て
、
改
め
て
通
常
の
対
面
授
業
で
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
お
気
づ
き
の
点
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
今
回
の
経
験
で
当
た
り
前
の
と
こ
ろ
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。
些
細
な
こ
と
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

そ
の
他
：
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
経
験
し
て
、
お
気
づ
き
の
点
や
今
後
改
善
が
必
要
な
こ
と
、
困
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
、
自
由
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
個
人
の
こ
と
で
も
全
体
に
関
す
る
こ
と
で
も
構
い

ま
せ
ん
。

美
術
科

G
oo

gl
eス

ラ
イ
ド
や
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
活
用
し
た
制
作
過
程
の
記
録
方
法

は
、
効
果
的
で
今
後
も
活
用
で
き
る
。
制
作
方
法
の
指
導
の
際
に
手
順
や

道
具
の
扱
い
方
な
ど
を
動
画
に
撮
影
し
て
お
く
こ
と
で
密
を
避
け
る
形
で

全
体
指
導
が
で
き
る
。

ア
ナ
ロ
グ
な
体
験
価
値
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
共
有
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
経
験
し
、
教
室
で
の
通
常
授
業

の
よ
さ
を
確
認
で
き
ま
し
た
。
同
じ
空
間
を
共
有
し
な
が
ら
目
の
前
で
実
践
的
な
指
導
に
お
い
て
も
動

画
配
信
で
は
伝
わ
ら
な
い
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

素
材
や
道
具
を
身
体
を
通
し
て
扱
う
と
き
の
感
覚
的
な
指
導
も
当
た
り
前
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
教

室
で
の
対
面
な
ら
で
は
の
も
の
だ
と
き
づ
き
ま
し
た
。

あ
と
は
、
当
た
り
前
で
す
が
生
徒
の
反
応
を
見
な
が
ら
進
め
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

今
後
ま
た
オ
ン
ラ
イ
ン
の
授
業
が
必
要
に
な
っ
た
際
は
、

un
ity

で
制
作
し
た
学
校
を
舞
台
に
そ

れ
ぞ
れ
が
ア
バ
タ
ー
と
し
て
仮
想
空
間
に
参
加
し
て
授
業
を
行
う
と
い
う
取
り
組
み
を
し
て
み
る

の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

工
芸

IC
T化

す
べ
き
点
を
変
え
て
い
く
き
っ
か
け
を
も
ら
っ
た
。
私
自
身
、
図
面

は
は
じ
め
は
手
書
き
で
学
ん
で
い
く
も
の
と
教
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に

は
一
定
の
理
解
は
あ
る
も
の
の
、
一
方
で
ソ
フ
ト
を
使
い
こ
な
す
こ
と
で
十

分
解
決
で
き
る
も
の
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
先
の
問
題
へ
こ
だ
わ
る
こ
と
が

で
き
る
。
む
し
ろ
、
そ
の
よ
う
な
描
画
ソ
フ
ト
を
駆
使
し
て
創
作
す
る
技
術
や

楽
し
さ
を
取
り
入
れ
る
必
要
が
生
徒
の
た
め
に
な
っ
て
く
る
と
感
じ
ま
し
た
。

私
自
身
の
研
修
が
必
要
で
す
。

素
材
・
技
法
の
扱
い
方
全
般
に
お
い
て
空
間
を
共
有
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
伝
わ
る
も
の
が
あ
る
と
い
う

こ
と
。

W
iF

i環
境
の
整
備

一
人

1台
の

P
C
タ
ブ
レ
ッ
ト

教
員
の
研
修
（
活
用
方
法
）

総
合
・
1ス

タ
画
面
を
共
有
し
な
が
ら
の
グ
ル
ー
プ
活
動
は
通
常
授
業
の
カ
メ
ラ
が
な
い

P
C
で
も
有
効
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書
き
込
む
等
の
作
業
を
し
な
が
ら
話
し
合
う
活
動
は
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ほ
う
が
い
い
で

す
が
、

0か
ら
ア
イ
デ
ア
を
話
し
合
う
活
動
は
対
面
の
空
気
感
が
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。
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機器整備・問い合わせ対応について 
コロナ前の校内の機器整備状況

本校では2014年度よりG Suite for Educationを導入しており、1学年の情報の授業におい

てアカウントを配布してきた。同年スーパーグローバルハイスクールに指定され、2学年以

降のグループ研究活動での利用を想定してWindowsタブレットを45台導入したが、台数が

足りないのでChromebookを順次追加導入してきた。2019年度末の時点では約130台の

Chromebookが稼働しており、主に総合の授業で利用していたが、生徒が学校生活の様々な

場面で使えるように自由に貸し出しをしていた。 

　G Suite for Educationの利用習熟度については、生徒は1学年の情報の授業で年間を通し

てGoogle Classroomで課題のやり取りをし、レポートやスライド作成もG Suiteをメインと

して利用させていたので、一通りの操作には慣れている状況であったが、情報科以外の教員

は、一部の教員のみの利用にとどまっていた。 

機器整備に向けての準備 
　2020年3月2日に、3月19日までの休校が決定したのちに、全校生徒を対象として家庭で自

分のG Suiteアカウントのメールが確認できるかどうかの調査を実施した。この調査でほぼ

全ての生徒が家庭でメール確認できることがわかり、一部のメールが確認できない生徒につ

いては担任にフォローしてもらった。また、Google for Education遠隔学習支援プログラム

の端末貸し出しに申込んだが、全国から申し込みが殺到している時期で、いつ端末が届くの

かは分からない状況であったが、LTE付きChromebookを借りられることとなった。 

　新入生に対しては4月上旬に郵送でG Suiteアカウントとログインの仕方を記載したプリン

ト（次項の図参照）を配布し、自宅から担任に自分のアカウントのGmailでメール送信をし

てもらった。これにより新入生の状況がある程度把握できた。その後、Google Formsを利

用して自宅のインターネット環境についての調査を全校生徒を対象に実施した。フォーム未

回答の生徒については電話で追跡調査を実施し、全生徒の回答を把握することができた。調

査の結果、約1割の生徒について、インターネット環境及び端末について支援が必要である

ことがわかった。

　ここまでの準備が比較的スムーズにできたのは、生徒が日頃の活動でG Suiteの利用に慣

れており、総合の授業でGoogleフォームを自分で作成する実習を全員が体験していたこと

が大きいと考える。 
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機器整備の実際の流れ 
　生徒への支援として、インターネット環境については「縛りなしWi-Fi社」のポケット

Wi-Fiを1日2GBプランで学校としてレンタル契約したものを貸し出し、端末については以

前から校内で利用していたChromebook(ASUS製C100PA/C101PA)を貸し出すこととし

た。4月18日に各家庭への発送を行い、各教科で始まった課題配信・オンライン授業に対応

できる環境を整えることができた。 

　しばらくすると、以前のインターネット環境調査の際は支援の必要なしと回答した生徒か

ら、自宅で保護者がテレワークをしていて自由に端末が利用できないという申し出や、貸し

出したChromebookに不具合が発生したという連絡が来たので、追加貸し出しを実施した。 

問い合わせへの対応 
　貸し出し対応をしている最中に、ポケットWi-Fiを貸し出している他の附属学校で、使い

方等の問い合わせの電話が殺到しているという情報を得た。本校はChromebookも貸し出し

ており、さらに多数の問い合わせが来ることが予想された。電話対応をできるだけ減らすた

め、質問用のGoogleフォームと過去の質問・回答が見られる表を埋め込んだWebページを

Googleサイト（次項の図参照）を利用して作成した。   
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　オンライン授業用問い合わせサイトも同様の手法で作成して運用した。こちらはZoom関

連の問い合わせが主となっていた。ページ下部のフォームから問い合わせが入力されると、

担当者にGmailで通知が届くように設定しておいたので、素早く回答することができた。問

い合わせへの回答はフォームの回答が集計されているスプレッドシートに直接書き込んで行

う。過去の問い合わせ内容と回答をページ冒頭に置いて見やすくしたことで、重複する問い

合わせを避けることができたため、大きな混乱は発生しなかった。実際の問い合わせ件数は

それぞれ10数件程度であった。 

　偶然にも今年から1月下旬～2月下旬の情報の授業で、Googleのサービスを組み合わせて

学校の問題を解決するというテーマでのプロジェクト実習を行っており、生徒が作成してい

たGoogleサイトの実践例が問い合わせサイト作成の際、非常に参考になった。見た目を細

かく調整することは難しいが、アイデアを素早く簡単に形にできるので、Googleサイトに

ついては今後も利用方法の検討を重ねていきたい。 
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Zoom の導入・環境整備とその活用  

 

１．はじめに  

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、本校では 2020 年度当初から遠隔型のオ

ンライン授業の実施に踏み切った。遠隔型のオンライン授業の学習形態としては、大き

く  ①同時双方向型の授業と  ②オンデマンド型の授業  があげられる。①の実施を可能に

したのが Zoom であり、その導入の経緯やセキュリティについて述べる。  

 

２．Zoom 導入の経緯  

本校では従来、生徒と教師、もしくは生徒同士による対話を大切にした授業が行われ

てきた。オンデマンド型の授業は、生徒の好きな時間に自分のペースで学習を進めるこ

とができるが、対話が生まれないことが難点であった。そこで、Web 会議システムを導

入し、教師と生徒が同時にコミュニケーションできる環境下で行う授業を目指したので

ある。  

Web 会議システムの中でも本校が着目したのは、Zoom ビデオコミュニケーションズ

が提供する Web 会議サービス「Zoom」と Google LLC が提供するビデオ会議アプリケー

ション「Google Meet」である。本校は G Suite for Education を契約していたこともあり、

Google Classroom との連携を考えて Google Meet の運用も検討したが、Zoom の方がデー

タ通信料が少なく、「ブレイクアウトルーム」などの様々な機能が搭載されていることか

ら Zoom の運用に踏み切った。4 月中旬には Zoom の教育プランを契約し、教員 41 人分

のアカウントを取得した。授業だけでなく、教員による職員会議や企業との打ち合わせ、

オンライン研究会などでも使用し、欠かすことのできない存在になった。  

 

３．セキュリティについて  

教育活動の一環として、外部のアプリ

やソフトを使う場合には、生徒が安心・

安全に使えるように保障することは肝要

である。例えば、Zoom の教育プランで

は「ユーザー登録」という機能があり、

ミーティングの参加者をユーザー登録し

た人に限定することができる。右の図の

ように、ユーザー登録されていない人は待機室に送られるため、部外者がミーティング

に参加することはない。「ユーザー登録」以外にも「登録」という機能も併用しており、

セキュリティ面の対策手段を対外的に説明できるように環境を整えることができた。  
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休校期間における学校保健の取り組み 

―心身の健康の保持を目指して― 

 

１． はじめに 

 一般的に、長期休業中は生活リズムの乱れが生じやすい。特に、睡眠の乱れは本校の

大きな健康課題の一つであり、養護教諭として日常的に支援を行っている。また、新型

コロナウイルス感染症における危機的状況の中では、精神面において“不眠”や“無気力”等

のストレス反応が出る場合があり、課題への取り組みにも影響を及ぼしやすい。さら

に、長引く自粛生活の中で、他者とのつながりの希薄化による孤立感や、スマホ等を中

心とするインターネット依存など、様々な問題行動の増加も予想される。このような身

体的・精神的・社会的側面から学校全体で予防的取り組みを進めることは、登校再開後

のスムーズな学校生活への適応にもつながる。今回は、主に養護教諭として学校保健の

立場から関わった、校内におけるプロジェクトチーム（以下、PT とする。）内での活動

について述べる。  

 

２． 実践内容 

（１） “生活リズムの確立”という視点からのオンライン授業の組み立て 

（２） 学習面・生活習慣についてのアンケートの実施 

（３） アンケート結果の分析と保護者・生徒への周知 

（４） ほけんだよりの発行 

（５） メンタル面での要配慮生徒への支援として、アンケート結果の校内支援教

育推進委員会・スクールカウンセラーとの情報共有 

 

３． 成果と課題 

 ４月中旬に行ったアンケート結果より、休校期間１カ月の時点で、すでに生活リズム

の乱れや心身の不調を抱えている生徒が多くいることが分かった。急激な環境の変化が

心身に及ぼす影響は大きく、生徒個人が自分の力のみで毎日の生活リズムを確立させる

ことは難しい。PT のミーティングの際にも、特に朝の活動を充実出来るような働きかけ

を行い、保健体育科による Zoom による朝体操やオンライン時間割での授業が開始される

ようになった。これらは生活リズムの確立の一助となっていると推察される。また、精

神面において配慮が必要な生徒の早期発見・早期介入を目指し、担任による定期的な HR

による健康観察と、スクールカウンセラーによる Zoom 面接も開始された。 

 心身の不調に対しては、長期的で広い視野による働きかけが必須である。今後も保護

者・教職員・学校医等と連携し、学校全体で生徒を支える支援体制の構築を目指す。 
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生徒対象アンケートの実施  

 

１．生徒対象アンケート実施の経緯  

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、本校では 2020 年度 4 月 11 日よりオンラ

イン授業を開始した。その頃、3 月から続く休校、そして生徒にとって慣れないオンライ

ン授業や先の見えない不安などから、生徒の心身の状態や生活の乱れについて以下のよう

な懸念があった。  

 

（生徒状況についての懸念点）  

①身体面…一般的に、長期休業中は生活習慣（特に睡眠）が乱れやすい。  

②心理面…現在の危機的状況では“無気力”等の心理的症状が出ることがある。  

③社会面…他者とのつながりの希薄化による孤立感や、心身の不調による問題行動の増加

の危険性。  

 

以上の点に対応するため、オンライン授業の開始 1 週間を機に生徒対象アンケートを実

施し、生徒の心身の健康状態や生活状況、そして、オンライン授業への取り組み状況や感

想を調査することとなった。その後、授業・学校への登校形態が変化するたびにアンケー

トを実施し、生徒の状況の変化を調査した。  

 

２．実施日程  

 第 1 回目：4 月 17 日（金）～20 日（月）･･･オンライン授業開始から 1 週間後  

 第 2 回目：5 月 22 日（金）～24 日（日）･･･オンライン授業完全実施から 2 週間後  

 第 3 回目：8 月 3 日（月）～5 日（水）･･･分散登校開始から 2 か月後  

 

３．実施方法  

 作成方法：全 3 回とも、Google Forms で作成  

 配信方法：第 1 回目は全生徒の sgh メールへ配信  

第 2 回、第 3 回は各学年で設置した Google classroom で配信  

 

４．アンケート項目  

 健康管理：心身の健康状態、健康観察の習慣の有無  

 生活リズム：起床時間、就寝時間、睡眠時間  

 食生活：朝食や欠食の有無  

 運動習慣：1 日の運動時間、  
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 学習：学校内・学校外の課題に取り組んだ時間、課題提出状況、学校からの配信連絡

の確認状況、オンライン授業の負担感、授業への要望や感想  

 

※質問項目は全 3 回で大きく変化させず、経過を追えるようにしたが、時期によって項

目の変更・増減などの微調整を行った。  

 

５．アンケート結果と考察 ※特筆すべき項目のみ記載  

  

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年（第1回）

1年（第2回）

1年（第3回）

2年（第1回）

2年（第2回）

2年（第3回）

3年（第1回）

3年（第2回）

3年（第3回）

起床時刻

4時台 ５時台 ６時台 ７時台 ８時台

９時台 １０時台 １１時台 １２〜１８時 １８〜４時

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年（第1回）

1年（第2回）

1年（第3回）

2年（第1回）

2年（第2回）

2年（第3回）

3年（第1回）

3年（第2回）

3年（第3回）

就寝時刻

２０時より前 ２０時台 ２１時台 ２２時台

２３時台 ０時台 １時台 ２時台

３～4時台 明るくなってから就寝
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1) 生活習慣について  

 起床時刻は、休校中に比べ、オンラインが始まった際に全学年で早まったが、分散

登校が始まってからやや遅くなる傾向が見られた。また、学年が上がるにつれて、

起床が遅くなる傾向もあった。  

 就寝時刻は、オンライン授業、分散登校と段階が進むにつれ、徐々に遅くなる傾向

が全学年で見られた。また、学年が上がるにつれて就寝が遅くなる傾向も見られ

た。  

 食生活については、毎日三食食べる割合が全学年で減っている。  

 1 日の運動時間は、分散登校が始まってから全学年で減少傾向が見られる。  

⇒オンライン授業、分散登校と段階が進むにつれ、学校内外の課題が増えたり、登校の

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年（第1回）

1年（第2回）

1年（第3回）

2年（第1回）

2年（第2回）

2年（第3回）

3年（第1回）

3年（第2回）

3年（第3回）

1日に三食食べる頻度

ない 半分以下 半分以上 毎日

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年（第1回）

1年（第2回）

1年（第3回）

2年（第1回）

2年（第2回）

2年（第3回）

3年（第1回）

3年（第2回）

3年（第3回）

1日の運動時間

ゼロ １５分 ３０分 ４５分 １時間以上
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負担がかかったりしたことで、睡眠時間の減少や、欠食の増加が起こったことが考えら

れる。また、運動時間は、保健体育科の課題や朝体操や授業の増減に大きく影響を受け

ていた。朝体操やオンライン中の運動実践課題は、生徒の運動実践につながっていたこ

とが分かる。  

  

2) 心身の健康状態について 

 不調の訴えは学年が上がるにつれて増加する傾向があった。  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年（第2回）

1年（第3回）

2年（第2回）

2年（第3回）

3年（第2回）

3年（第3回）

現状の健康状態（身体面）

悪い あまり良くない どちらでもない まあまあ良い 良好

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年（第2回）

1年（第3回）

2年（第2回）

2年（第3回）

3年（第2回）

3年（第3回）

現状の健康状態（精神面）

悪い あまり良くない どちらでもない まあまあ良い 良好
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 全学年で身体面より精神面の不調が多い。精神面の状態は 1，2 年ではやや改善が見

られるが、3 年生はやや悪化した。また、身体面ではやや悪化傾向が見られるが、８

割近くがまあまあ良い以上であることも分かった。  

⇒分散登校中の登校授業回数は 1 年＝2 年＞3 年である。回数が多いほど、若干の身体的

な負担はかかるが、精神面で好影響がでる傾向があると考えられる。また、3 年生は受

験が近づいていくことへの不安があることも考えられる。  

 

  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年（第1回）

1年（第2回）

1年（第3回）

2年（第1回）

2年（第2回）

2年（第3回）

3年（第1回）

3年（第2回）

3年（第3回）

1日の学習時間（学校の課題）

ゼロ １時間 ２時間 ３時間 ４時間 ５時間

６時間 ７時間 ８時間 １０時間 １０時間以上

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年（第1回）

1年（第2回）

1年（第3回）

2年（第1回）

2年（第2回）

2年（第3回）

3年（第1回）

3年（第2回）

3年（第3回）

1日の学習時間（学校以外の課題）

ゼロ １時間 ２時間 ３時間 ４時間 ５時間

６時間 ７時間 ８時間 ９時間 １０時間以上
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

1年（第2

回）

1年（第3

回）

2年（第2

回）

2年（第3

回）

3年（第2

回）

3年（第3

回）

締め切り日までに出された課題の割合

ゼロ 半分以下 半分〜８割 ８割以上１０割未満 すべて提出した

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年（第2回）

1年（第3回）

2年（第2回）

2年（第3回）

3年（第2回）

3年（第3回）

学校からの課題を確認できているか

ほとんど確認できていない 確認できていないものの方が多い

概ね確認している すべて確認している

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年（第2回）

1年（第3回）

2年（第2回）

2年（第3回）

3年（第2回）

3年（第3回）

授業への負担感

強く負担に感じる やや負担に感じる あまり負担に感じない 全く負担に感じない
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3) 学習について  

 学校の学習時間について、オンライン授業が始まったことで一時的に増えたが、

分散登校が始まってからは全学年で減少した。  

 校外の学習時間、１年生と３年生は増加傾向、２年生減少傾向  

 課題の提出状況は、１，３年で悪化している。（特に３年生）2 年生は若干改善傾

向がある（？）  

 学校からの連絡を全て確認しているのは半数以下であり、前回よりも減少してい

る。   

 両グラフ：ゼロ、半数以下も  ＝ ケア必要・怠惰とは限らない  

 （２，３年はアンケート回収率が 80％以下のため、この項目は特に、より悪い状

況になっていることが考えられる）  

 学年が上がるにつれ、負担感増加の傾向  

 前回よりも負担感は減少している  

⇒登校授業増で自宅学習課題が減っている影響も考えられる。  

 

５．まとめ  

 新型コロナウィルスの感染状況に関わらず、「適切な教育活動について検討する際

に、生徒の実態（生活や学習の状況など）を把握することは重要である」ということ

を実感する機会となった。特に、オンラインでの実施は、素早く調査を実施できる点

や簡易に集計できる点でも有益である。これまで行った全３回のアンケートに引き続

き、第４回以降も生徒の実態調査を適宜実施し、教育活動に生かしていくことも検討

したい。 
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「朝体操」について 

―午前中に運動とコミュニケーションの場を！―  

 

１．はじめに  

2 月 29 日を最後に、生徒は学校へ来られなくなった。年度が改まっても休校期間は継続

し、4 月のプロジェクトチーム（PT）発足時、生徒の自宅待機は 1 か月以上に及んでいた。  

長引く休校期間を生徒たちはどのように過ごしているのだろう。心身の健康を損ねては

いないだろうか。このようなことを担任はもちろん、全教員が気にかけていた。「学習保

障」を目的として設置された PT ではあったが、「心身の健康」とそのための「生活リズム

の確立」こそ重要であるとの共通認識に立ち、PT の議論は進められた。  

解決策として導入されたのが「朝体操」である。休日を除く毎朝 15 分間、学年ごとに

Zoom を用いて保健体育科教員が交代で担当する「朝体操」は、生徒にとっても教師にとっ

ても、ささやかな“日常”を取り戻す試みであった。  

4 月 22 日から 6 月 12 日まで続いた「朝体操」について、導入の経緯、活動の特徴、成

果と課題について述べたい。  

 

２．「朝体操」導入に至るまで  

１）保健体育科からのメッセージ（本文末「補足」参照）  

休校期間中の学習保障について各教科で議論が続いた 3～4 月。保体科・芸術科など実技

教科においては、何ができるかを考えることは教科の意義を再確認する機会でもあった。

ちょうど保体科では 2020 年度より新たなスタッフを迎え、コロナ禍で何ができるかを、こ

れまでの実践を踏まえて議論するには好都合であった。  

4 月初旬に全校生徒に配信した「保健体育科からのメッセージ」は、このような過程で

まとめられたものである。“いのち”を扱う教科であることを再確認し、そのうえで設定

された各項目は、コロナ禍における判断・行動の基準となった。  

①社会の一員としての自覚を持ち、責任を持って行動してください  

②運動・栄養・休養のサイクルを確立し、自分自身の健康を保持・増進してください  

③この機会に学んでください  

④“遊び心”を持ってポジティブに取り組みましょう  

全校生徒には文書だけでなく動画でも配信した。学校から、保体科教師全員で語りかけ

る動画は、多くの生徒に、生きたメッセージとして受け止められたことがうかがえる。  

「まだ高校に行ったこともない中、先生から初めてメッセージをいただけてとても心強

かったのを今でも覚えている。自分は自粛期間も十分に楽しめたと思うが、それのきっ

かけがこの文章だったので本当に感謝するべきだと思っている」（1 年男子）。  

 4 月 8 日の職員会議で全教員に配布し共有した。このメッセージが「朝体操」の導入や、

分散登校で体育実技が重視されたことなど、「まずは生徒の心身の健康から」の共通認識

につながったのではないかと考える。  
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２）生徒の現状把握  

電話、メール、Zoom の活用など、各担任はさまざまな方法で生徒の現状把握に努めた。

部活動や委員会のオンライン会合も開かれ、生徒の生の声を聞くことができた。心配され

たとおり、①運動不足、②夜型生活、③ネット依存の傾向は深刻である。  

PT で実施したアンケートで実態が可視化された。養護教諭や保体科教諭から「午前中に

何らかの活動を提供する必要がある」との問題提起が為され、4 月 20 日の職員会議で PT

からの「心身の健康のために午前中に運動時間を確保する提案」が承認された。  

これが 4 月 22 日～6 月 12 日に行われた「朝体操」につながる。  
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＜資料１．「朝体操」の開始について（4 月 21 日 グーグルクラスルーム）＞  

 

２．「朝体操」の実際  

 当面 5 月 2 日までとしていた朝体操は、休校期間の延長に伴い、最終的には 6 月 12 日

まで実施した。4 月 22 日～5 月 8 日までは 9：15～9：30、オンライン時間割が導入された

5 月 11 日～6 月 12 日は 8：30～8：45 である。学年単位の分散登校（本校では「分散 A」）

の期間も実施したが、登校回数が増えた「分散 B」の段階でその使命を終えた。  

以下に「朝体操」の特徴を記す。  

 

１）学年ごとの Zoom ミーティング  

 学年単位での Zoom ミーティングは、日替わりで保体科教師 1 名によって開かれる。当

初は専任教師 5 名、5 月 11 日からは非常勤講師 1 名を加えた 6 名のローテーションなの

で、3 日担当すれば 2～3 日休みがある。実際は、休みの日もどこかの学年に入って生徒の

様子を観察（またはともに運動）したのがこの期間の保体科教師の動きであった。他教科

の教師も自由に参加し、自分自身の健康の保持増進と生徒との交流を楽しんだ。  

「朝体操」終了後は保体科全員で Zoom ミーティング。これもまた有益であった。  

 

 

こんにちは。春休みも含めると、学校に登校しなくなってまもなく 2 か月が経とうとして

います。アンケートを見ると、多くの皆さんの生活リズムが崩れ、運動不足、睡眠の質の低

下が進んでいる様子が分かってきました。  

このままでは健康を損なってしまうだけでなく、学校が再開した際に登校できなくなって

しまうという二次被害も心配されます。  

そこで、この休校中も皆さんが出来るだけ学校がある日々近い生活が出来るように、明日

22 日（水）からひとまず 5 月 2 日の 2 週間の毎朝、9:15 から 15 分間の「朝体操」を実施す

ることにしました。（日曜は除く）  

15 分間だけなので、「体力の向上」というよりは「生活習慣の確立」と「体ほぐし」が主

な目的です。学年ごとの一斉 Zoom で全生徒を対象に行います。担当教員は日替わりです。

「9:15 に始める」ために、少し前から参加して準備をしておくようにお願いします。  

【参加手順】  

①添付の PDF 資料を参考に以下のアドレスから「登録」を済ませてください。  

 〇〇〇（各学年の登録サイトアドレス）  

②登録が完了すると、登録確認メールが届きます。Google カレンダーと連携しておくと、リ

マインダーにもなり、参加するための URL などもカレンダーに記録されるのでお勧めです。 

③毎朝「畳一畳分」のスペースに立つ自分が写るように環境を整え、参加してください。※

皆さんの出欠状況は「登録」を済ませた人が参加した際に、こちらで自動的に記録されます。

必ず事前に登録を済ませておくようにしてください。  

では、明日から頑張りましょう！  

031



 

２）担当教師ごとの個性的な内容  

15 分の構成は担当教師に一任され、それぞれ異なる内容で展開した。教師も生徒も互い

に新鮮な気分を保つことができた。  

大きく分けて「ライブ配信」と「動画配信」、およびその「併用」型であった。「ライ

ブ配信」は、PC の前で教師が実際に動きながら生徒の運動を促すものである。臨場感があ

り、ともに運動している一体感がある。一方「動画配信」は、あらかじめ収録しておいた

動画を配信するもので、担当者は生徒の様子を観察しながら言葉かけができる。「併用型」

は両者の組み合わせである。配信した動画をグーグルクラスルームに上げることもあった。

「朝体操」以外で活用する生徒は一定数いたようだ。  

「朝体操」を進めるにあたり、各担当が心がけていたことは次のとおりである。  

 

【今西智津子】  

多様な音楽を用いて「音楽と運動」を意識した内容にした。基本的には 3 段階に分けた。

1 曲目は朝ドラに使用された曲や穏やかな曲をかけながら、目覚まし・体覚ましとしての

ストレッチ、2 曲目はアップテンポな明るい曲を使ってリズム運動、3 曲目で激しめの曲を

使って体幹などの筋力トレーニングとし、徐々に負荷を上げていくようにした。ここまで

は事前に撮影した動画を流しながら教員がライブで補足コメントを加える形で実施した。  

動画終了後は、コミュニケーショントレーニングとして、毎回ゲストを選び（参加して

いる生徒や教員、教員の家族など）、そのゲストに Zoom のスポットライトをあてて、じ

ゃんけんトレーニングやクイズトレーニングなど、人と人とのかかわりの中で楽しんで体

を動かせる内容を付け加えた。  

 

【鮫島康太】  

生徒の「一日の活動スタート」の合図となるよう全身のストレッチから入り、徐々に負

荷をかけ、後半はややハードなトレーニングを用意した。トレーニングのポイントや呼吸

法、それらの効果をわかりやすくシンプルに解説することで、生徒が興味・関心を持ち、

朝体操以外の場面でも活用してもらえるように意識して内容を準備した。また、集合住宅

に住む生徒が多いことなどを考慮し、畳一畳の範囲ででき、動作が大きくなり過ぎないよ

うな内容とし、参加してくれた全員が出来るようなものにした。  

15 分間という時間内で確実にやりきるために、定刻開始から 2 分程度は参加者と近況報

告などをして、12 分の動画配信、残りの 1 分間で「今日も良い一日を過ごそう！」と伝え

て終わる。12 分の動画のために撮影だけで 90 分以上かけてしまうこともあった。  

 

【征矢範子】  

収束の見込みが付かず、長引くことを想定して、バリエーションを多くすることを意識

して朝体操を作成していた。教員が変わるという変化はあるものの、パターン化すると生

徒も飽きてくるので「今日はどんな朝体操だろう」というワクワク感を持ってほしいと考

えていた。静的・動的など様々なストレッチや、腹筋などの筋トレ、片足でバランスを取

りながら腸腰筋を使う運動、簡単なダンスを覚えて一緒に踊ってみたり、体幹を使うスタ
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ビライゼーション、「ソヤスぺ」という名前で 20 秒ごとに全力の運動をして心肺機能へ負

荷を掛けたり、椅子を使った筋トレも紹介し、幅広い体力向上を心掛けた。  

苦労した点は、東京の住宅事情で１畳分のスペースで行える運動かつ、集合住宅に住む

生徒を考慮してなるべく走ったり跳ねたりしない活動という制限の中で考えたことである。

朝体操だけでは不十分な生徒に対し、自分でアレンジできる運動を紹介したかったので、

PDCA シートでも「ソヤスぺ」を行う生徒がいて、一定の効果があったと感じた。  

 

【中塚義実】  

 保体科特別授業「運動しよう」でも紹介した、①脳・神経系への働きかけ、②筋・骨格

系への働きかけ、③持久力を高める運動、を組み合わせて 15 分間を構成した。柔軟運動と

自重を用いた筋力トレーニングは自宅からのライブ配信、脳・神経系に働きかけながら持

久力を高めるリズム体操は、2 種類の動画を作成して交互に用いた。歩きやすい 120 拍/分

の曲で、イーグルスやポール・マッカートニーの、あえて世代差を感じさせる曲を選んだ。

「ブラジル体操」を中心とする 5～6 分の動画は、技術的な問題からカクカクすることも何

度かあったが、運動量は確保できた。  

互いの顔をみて一日を気持ちよく始められるよう、朝の挨拶にもこだわった。  

 

【松本英樹】  

オンラインで様々な取り組みが進

む中、生徒は学校に思いを馳せてい

るのではと考え、松本が担当する朝

体操の日には、体操前の待ち受け時

に校内の様子を写真で流し、体操は

体育館やグラウンドからライブで発

信し、体操後には校内の写真につい

て説明するなどして、生徒とのコミ

ュニケーションをはかった。運動強

度は高めに設定して、基本的には同

じような運動を 3 週にわたり取り組

ませることで、体の変化を感じるこ

とができれば、と考えていた。  

 

３）必修ではなく選択  

 「朝体操」は保健体育科が提供する活動ではあるが、授業ではない。むしろ「学校の教

育活動全体を通じて適切に行う」とされる総則体育に位置付けられる。これについては保

体科でも PT でもさまざまな議論があったが、家庭環境が異なること、朝体操がなくても

自主的な運動習慣がついている者がいることなどを考慮し、選択制とした。  

それでも「大事な活動である」とのメッセージは伝え続けてきた。  
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３．「朝体操」の成果と課題  

１）全校生徒アンケートより（5 月 22～24 日） 

 5 月 22 日～24 日、グーグルフォームを用いて第 2 回全校アンケートを実施した。  

 PT がまとめた資料から抜粋して掲載する。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆就寝時刻は前回の傾向とほとんど変わらず、特に学年が

上がるにつれて遅い時間となっている。 

◆起床時刻は、８時より前に起床している生徒が前回は４割

弱であったが、今回は６割程度まで増加している。 

⇒朝体操の習慣化や、オンライン時間割の実施により、通常

に近い生活リズムが促されたことが推察される。 

⇒休校中に長くなっていた睡眠時間が元に戻ってきている。 

◆食生活については大きな変化は見られなかった  

◆1 日の運動時間は全学年で増加している  

⇒オンライン時間割開始後に 2，3 年生の朝体操の参加率が増えたことや、5 月の体育の課題で

運動の推進と日々の記録を課したこと、また、長引く休校で本人の主体的運動なども影響している

ことが推測できる。 
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２）参加者数より  

 必修ではないが、多くの生徒が参加した。参加者数は次の表のとおりである。ただし

Zoom のカウンターに表示された入室数なので、入り直した数や参加教師数も含まれる。  

＜「朝体操」参加者数＞  

 

 

「朝体操」終了後、皆勤者を自己申告させた。入退室

記録から参加状況をまとめることは可能だが手間がか

かる。また、入室しても画面をオフにしている生徒の中

には、実動しているかどうかがわからない者もいるだろ

う。よって自己申告とした。  

1 年生 82 名、2 年生 12 名、3 年生 15 名、計 109 名か

ら申し出があり、保体科から皆勤賞の賞状と、副賞とし

て「朝体操えんぴつ」を渡した。一部の生徒から「朝体

操より早く起きて運動しているのに、朝体操だけ表彰さ

れるのはおかしい」の意見もあったが、保体科のささや

かな“遊び心”は好意的に受け止められた。  

 

３）保健体育科アンケートより  

「夏休み前の体育実技のまとめ」を 7 月 31 日に全校生徒 722 名にグーグルフォームで

配信した。8 月 7 日の締切り段階で 611 名、最終的には 659 名から回答があった（回収率

90%）。休校期間中と分散登校期における諸活動についての評価である。  

主に休校期間中について訊ねた設問に「朝体操」についての評価がある。6 割以上の生

徒が有効に利用していたことがわかる。なお「PDCA シート」は、保体科の授業課題とし

て 5 月 11 日から 3 週間、自主的に運動を実践する課題として課されたものである（保健

体育科分科会資料参照）。  

4/22 4/23 4/24 4/25 5/7 5/8 5/9

1年生 190 150 184 155 177 167 146 ※4/22～5/9は、9：15～9：30の15分間

2年生 150 90 114 81 83 86 65 ※5/11～6/12は、8：30～45の15分間

3年生 190 92 80 51 50 56 47

合計 530 332 378 287 310 309 258

5/11 5/12 5/13 5/14 5/15 5/18 5/19 5/20 5/21 5/22 5/25 5/26 5/27 5/28 5/29

1年生 224 222 232 229 218 221 223 224 220 223 220 220 220 213 221

2年生 146 115 132 128 129 139 136 135 129 123 134 129 124 120 125

3年生 115 111 111 106 108 115 102 99 109 114 110 97 109 108 97

合計 485 448 475 463 455 475 461 458 458 460 464 446 453 441 443

6/1 6/2 6/3 6/4 6/5 6/8 6/9 6/10 6/11 6/12

1年生 219 217 210 207 198 200 202 197 193 181

2年生 113 108 109 94 92 92 88 86 86 83

3年生 98 88 82 73 72 66 72 70 71 65

合計 430 413 401 374 362 358 362 353 350 329 13,021

総計

6,523

3,564

2,934

※5/18～、5/25～、6/1～の3週間は、
　　「PDCAシート」の提出課題あり
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 「朝体操」を学年別にみたところ、1 年生がうまく活用し、有益であったことがわかる。

参加数や参加生徒の様子をみても感じるところである。  

 

４）まとめ  

 ステイホームを余儀なくされた時期に、何ができるかを考え、実践できたのは大きな成

果である。生徒はもちろん教師にとっても、午前中の運動は生活リズムの確立に有効であ

ったし、互いの顔をみてコミュニケーションを図ることができるよい機会となった。  

 PC 操作に慣れない中で、画像が乱れたり動きがぎこちなかったり、さまざまなトラブル

は発生したが、それもまたよき思い出である。  

 よき思い出ではあるが、ふたたび「朝体操」をする日が来ないことを心より願う。  
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＜資料２．朝体操の終了について（6 月 13 日 グーグルクラスルーム）＞  

全校生徒各位  

保健体育科  

朝体操の終了について 

4 月 22 日から休日を除く毎朝実施してきた「朝体操」は、6 月 12 日をもって終了しま

した。  

毎朝楽しみに来てくれた人が大勢います。私たち保体科教員も、手探りではありまし

たが毎回楽しみながら取り組むことができました。終わってしまうのは少し寂しい気持

ちもありますが、次の段階に入ったしるしとして、「朝体操」の終了を素直に喜びたい

と思います。  

 生徒諸君が基本的な生活習慣を取り戻し、運動不足解消のきっかけになればとの願い

から「朝体操」がはじまりました。家庭の事情等で参加できない人もいましたが、多く

の生徒が肯定的に受け入れ、積極的に参加してくれたことをうれしく思います。  

 来週からは「分散 B」がはじまり、日常に戻る準備が始まります。しかし意識しなくて

はならないことは「分散 A」と変わりません。またこの先、いつ第 2 波、第 3 波がやって

くるかもわかりません。いま一度「保体科からのメッセージ」に目を通し、引き続き緊

張感をもって過ごしてください。大事なのは、運動・栄養・休養のバランスのとれた生

活習慣です。“遊び心”をもってこれからも取り組んでいきましょう。  

 来週半ばには、朝体操の「皆勤」者を全校生徒に紹介します。6 月 16 日（火）中に、

グーグルフォームを用いて自己申告してください。朝体操に誠実に取り組み、「自信を

もって皆勤したと言える」人は忘れずに申告してください。「通信事情により 1 日だけ

遅刻してしまった」ぐらいは皆勤としてよいと考えます。一方、「参加手続きはしたけ

ど画面を消したまま何もしていなかった」はダメですよね。ここから先は自分で考えて

ください。以下のフォームです。  

〇〇〇（入力フォーム） 

 なお、グーグルクラスルームには、各担当教師が用意した動画が残っています。うま

く活用してください。そしてオリジナルの「朝体操」を考え、ぜひ続けてください。  

 フィジカル・ディスタンスを保ちながら、「with コロナ」の時代に臨みましょう！  

以上  
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＜補足．保健体育科からのメッセージ（4 月 11 日 グーグルクラスルーム＞  
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オンライン研究会 

―G Suite for Education & Zoom を活用した「オンライン授業」― 

 

１．はじめに 

新型コロナ感染症防止策として４月よりオンラインによる授業が始まった。約２か月

間の筑波大学附属高校における５月下旬までのオンライン授業の実践を広く共有すると

ともに、今後の生徒の学習のあり方について，全国の先生方と情報交換，意見交換を行

う場を以下のように設けた。 

全体会終了後、希望者が残り、本校教員との質疑応答の時間を設けた。本校ホームペー

ジや各種学会・研究会を通して募集をかけたところ、４日間で小学校・中学校・高校・

大学・その他団体から約 300 名の参加があり、オンライン授業の関心の高さを表してい

た。 

２．オンライン研究会 

（１）募集方法について 

本校ホームページ、各教員の所属する研究会・学会等への声かけを通して、申し込

み方法 Google Forms を使った。 

（２）役割分担  

総括４名はトラブル対応も含め、十分な距離を確保して一部屋に集まり、教科ごと

の担当者はオンラインによる参加とした。 

開催日 ５月３０日（土）10:00～11:30 

主 催 研究教職部・休校期間中の家庭学習プロジェクトチーム 

参加者 ２９６名（本校教員含む 300 名申し込み） 

     勤務先校種 小、中、高、大学・短大、専門学校、その他 

内訳 国語（35 人）数学（44 人）英語（35 人） 理科（52 人）  

地歴公民（91 人） 芸術・情報・家庭（19 人） 保健体育（20 人） 

タイムテーブル 

①挨拶 

②本校の取り組みの紹介 

③各校の情報交換（15 分）  ※ブレイクアウトルーム（ディスカッション） 

④実践紹介 A(漢文)実践紹介 B(物理) 

⑤教科ごとの情報交換（30 分）※ブレイクアウトルーム（ディスカッション） 

⑥質疑応答(5 分) 

⑦終わりのことば  
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・司会進行 1 名 

・システムコントロール３名 

トラブル対応、チャットによる質問対応、スポットライト切り替え，待機室からの入

室許可，ブレイクアウトルーム割り当て、教科別分科会のトラブル対応等。 

・各教科分科会担当 １２名（各教科２名） 

１人ずつ共同ホストにすることで、分科会での画面共有等がスムーズにできるように

した。分科会では Zoom のブレイクアウトルーム機能を使い、参加者の担当教科ごと

に行い、実践発表で扱わなかった教科では、それぞれの実践の一部を紹介して参加者

とディスカッションをした。 

（３）参加者 

中学高校からの参加者が大半を占めた（高校 61.７％、中学 18.8％）。「③各校の情

報交換」では、Zoom が初めて、またはブレイクアウトセッションが初めての参加者も

いることが予想されたため、15 分間、参加者の勤務校の現状を共有するためにブレイ

クアウトセッションを実際に参加者に体験する場面を取り入れた。そこでは、議論が

活発になり、もっと多く時間をとってほしいという声もあった。 

３．実践紹介 

（１）理科 勝田仁之 教諭 

① 担当科目・学年 物理基礎 高校２年（６クラス） 

② 概要 

高２物理基礎の実践報告を行った。オンライン環境では教室の収容人数による制

約がないので、全クラス同時に授業を配信した。月・水曜日に YouTube，金曜日に 

Zoom で配信した。毎授業後には，Google Forms で課題を課した。報告ではまず、

通常授業において、目標である「素朴概念の克服」を、どのように実現しているか

を授業構成とともに述べた。そして、授業構成の各要素を YouTube, Zoom, Google 

Forms のそれぞれで、できること／できないことに分類し(図参照)、実際の授業画

面や生徒の回答とともに示した。 
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（２）国語（漢文） 畑 綾乃 教諭 

① 担当科目・学年  

漢文（古典Ｂ）：高校１年（６クラス）／漢文（古典Ｂ）：高校３年（４クラス） 

② 概要 

    オンライン時間割に各クラス週 2 コマ配置し、週２回の動画配信授業を実施。 

（ア）YouTube 限定公開動画を視聴する  

PowerPoint「スライドショーの記録」（アニメーションとペンタブ併用）＋ホ

ワイトボードを使って撮影した動画を編集。「課題」に、URL を添付。内容は、

漢字文化の形成など文字文化の歴史、漢文読解に必要な知識とその演習、文章の

読解と考察等。動画の作成にあたっては、複数の種類のコーナーで構成し、見な

がら行う作業の指示や、豆知識など知的好奇心を刺激するための要素を入れるこ

とを心がけている。  

（イ）プリントに書き込みながら学習する  

     Google Classroom の「課題」に、（ア）とともに PDF ワークシートを添付。

内容は、動画を見ながら書き込んでいくことで理解を助けるためのもの、考察等

の応用課題、動画を見る前に予習として行うものなど。  

（ウ）Google Forms で取り組みチェックとコメント記入  

生徒の学習状況を把握、考察等の課題の回収。  

③ 授業実践の検証  

・アンケート（中間振り返り）の結果を分析し、授業デザインに反映させている。  

・難易度、かかる時間、分量、興味関心、授業形態への希望等、現状反応は良好と

いう状況。  

④ 動画配信授業で意識すべきこと  

・ルーティンの安心感、見通しを持たせる。 

・その 1 時間で何を身につけるかを明確にする。 

・必要な知識を身につけさせつつ、知的好奇心による興味関心を引き出すし、飽き

させないように構成する。 

・双方向の要素をなるべく入れる（「質問への回答」「考察の共有」等）。 
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  ⑤ オンライン授業デザインの考え方  

   ・科目の授業デザイン  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ・学校全体の授業デザイン  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）実践発表における参加者の声（一部抜粋）  

・動画配信はこちらからの一方的なものになりがちなところを、配慮・カバーした授

業づくりで大変参考になりました。私も、この間、パワーポイントを主とした動画

配信をしましたが、先生のご実践を伺い、自分のものはいささか一方的だったかと

反省しております。 
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４．オンライン研究会を実施して 

オンラインによる開催のため、多くの地域から参加された。研究会後のアンケートを

見ると、全体的に好意的な反応が多かく、「この時期（５月）に実施したことに価値があ

る」、「このような取り組みはぜひとも企画していただけると良い」、「オンラインでの開

催は場所の制約を受けないので、誰もが参加しやすい」等の意見が多く見られた。参加

者の満足度が、４．４３（５段階評価）（アンケート回収率６７％）と高い評価を得た。 

教員が参加者として Zoom に参加したことにより、生徒の立場を実感し、以下のよう

なオンラインのライブ授業による問題点も上がった。 

・「１時間半ほどのオンラインでの研修会でしたが，身を以て感じたのは，普通の研

修会よりも体への負担感が大きいということでした。オンライン授業がライブかラ

イブでないかと考えていたのですが，１日に受けられる（オンラインによる）ライ

ブ授業には限りがあると感じました。生徒の気持ちも感じることができた研修会で

した。」 

この研究会では、分散登校やオンライン授業といった正解のない取り組みの中、奮闘

する教員同士が、悩みやアイデアを共有する場となった。「日本各地で、それぞれ先生方

が試行錯誤している様子が伝わり、自分だけでないのだ、と勇気をもらいました。また、

アプリやオンラインのシステム情報の交換のとても役立ちました。」そして、初めて Zoom

を体験した参加者にとっては、ブレイクアウトルームセッションや Chat を活用したこと

で出席者が議論に参加できたことが参加者の満足度を高める一因になったのではないか

と考える。評価方法など、今後の課題についても残された。 
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教科外活動の指導 

―生徒会、委員会活動に焦点をあてて― 

 

１．はじめに  

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、本校では 2020 年度当初から夏休みが始

まる 4 カ月間全校生徒が一斉登校することはなかった。ただその中でも、7 月下旬には

生徒総会を開催することができ、その間の生徒会の活動について説明する。  

 

２．新入生歓迎サイトの立ち上げ  

本校では例年、入学式の翌日に対面式と新入

生歓迎会を行い、生徒会や委員会活動、部活動

の紹介を行っている。休校のため対面で行うこ

とができなくなってしまったが、何とか新入生

の本校の諸活動のイメージをもってもらいたい

という思いから、新入生歓迎サイトを立ち上げることにした。各団体に 1 分程度の紹介

動画を作成してもらい、Google サイトでその動画と活動日、活動場所、主将の SGH ア

カウントを公開した。また、新入生が質問できるページも併設し、各団体の活動に参加

しやすくなるように工夫した。  

 

３．生徒総会の開催  

最初は全校生徒の一斉登校による生徒総会を想定してい

たが、7 月上旬に夏休み前までの分散登校が確定したため、

急遽、7 月 25 日（土）に Zoom による生徒総会の開催に切

り替えた。開会期日決定から期日まで 2 週間という短い時

間しかなく、かつてない形式での開会であったため、生徒

も開催方法の検討にかなりの時間を要したとのことである。

もちろん生徒総会までに、各 HR の時間を使っての Zoom による委員決め、Google フォ

ームを利用した生徒会執行部選挙、中央委員会での通常予算案の可決など、オンライン

を活用しながら生徒会の活動を進めていった。Zoom による開催を決断したのも「全校

生徒が参加する生徒会」にこだわり、生徒からの質問をリアルタイムで受け付けるため

である。生徒会長も「今般の生徒総会は異例な形式となりましたが、その中で今までの

形式から様々なものの取捨選択を迫られたからこそ、桐陰生徒会はどうあるべきか、ま

た本校の「自由」とは何か、考える契機となったと思います。」とコメントしている。  
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オンライン文化祭「桐陰祭 Online」 

 

■開催までの流れ 

月日 できごと 

4/6 

 

4/16 

4/27 

5/2 

 

5/5 

5/18 

5/20 

6/10 

 

 

6/13 

 

6/15 

6/25 

 

7/12 

7/17 

8/11 

8/24～ 

9/7～12 

9/8～ 

9/13 

9/14 

9/16 

10/11 

 

10/17,18 

10/31 

実行委員会（生徒側組織）委員長、副委員長と指導委員会（教員側組織）の

委員長にて、例年通りの開催が難しいことを確認 

局長会合(実行委員会幹部組織)にて文化祭のオンライン化が検討される。 

教員会議にて、桐陰祭は中止とはしないことを決定 

バーチャル SNS サービスを提供する cluster 社とミーティング 

 cluster がプラットフォームの有力な候補の一つとして浮上 

局長会合にて、桐陰祭をオンラインにて開催することを決定 

実行委員会組織を再編 仮想空間作成等のために協力委員を募る。 

桐陰祭プロモーションビデオ第一弾公開 

野城研究室（東京大学生産技術研究所）とのミーティング 

 野城智也先生（本校卒業生、元東京大学副学長）や研究室の院生より、 

仮想空間作成のためのアドバイスをいただく。 

全国高校 ONLINE 文化祭会議 本校の文化祭オンライン化の取り組みを紹介 

全国の高校の文化祭実行委員長が参加。全国に広まる契機となる。 

オンライン文化祭の実施要項完成（資料１参照） 

実行委員長と、中央大学、千葉大学医学部の学園祭委員長が懇談 

 大学のオンライン学園祭開催に向けてアドバイスをする。 

校内向けプレイベントの開催 

桐陰祭プロモーションビデオ第二弾公開 

著作権ガイドライン完成（資料２参照） 

桐陰祭準備のための「朝活動」スタート 

桐陰祭 Week（例年の桐陰祭実施時期を、準備のための強化週間とした） 

肖像権の取り扱いに関する確認（資料３参照） 

対外向けプレイベント開催 軽音団体録音録画会 

参加団体のプロモーションビデオを公開 

一部コンテンツの公開を開始 

スポーツ大会との合同開会式 開会式リハーサル 

桐陰祭プロモーションビデオ第三弾公開 

桐陰祭 Online ライブイベント開催 中夜祭(10/17) 閉会式(10/18) 

コンテンツ公開終了 
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■準備・事前イベント・当日の様子 

 

 

 

ゲームエンジン Unity にて校舎を作成   校舎と中庭を装飾(実際の中庭よりも…) 

   

 

 

 

校内向けプレイベント(7/12):○×クイズ  校内向けプレイベント：学校寮を再現  

   

 

 

 

対外向けプレイベント(9/13)  対外向けプレイベント運営中 

   

 

 

 

一般参加の Zoom によるクイズ大会   生徒の写真を集めたモザイクアート  
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クイズ研究部招待試合  ７校が参加   博物館ワールドでは各種展示が公開  

   

 

 

 

イベント「Ｔシャツグランプリ」  イベント運営中 YouTubeLive で発信  

   

 

 

 

シアターワールドにてクラス演劇の公演   軽音ワールドにてバンドの公演 

   

 

 

 

閉会式で各種グランプリの発表  毎年恒例の花火も今年はオンラインで  
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■資料１ 実施要項 

令和 2 年 6 月 15 日 

桐陰祭実行委員会 

第 64回桐陰祭実施要項 

1.  名称 

今年度の桐陰祭の名称は「桐陰祭 Online」とする。今年度の桐陰祭はこれまでと全く

違った形態になるため、例年の名称を今年度だけ改める。 

2. 開催日程 2020 年 10 月 18 日（日） 

3. 全体目標 「生徒一人一人が主体的に行動し、人を巻き込んでいくイベントを創る」 

4. 具体目標 

①生徒全員の参加 

②来場者数の増加 

公式桐陰祭ページへのアクセス数、cluster ワールドへの来場人数を基準とする。 

③新たな文化祭のテンプレートとして確立する 

今までにない文化祭の形として、内容を充実・かつ奇抜なものにする。そして開催形態

を他校に引き継げるようにする。 

④バリアフリーな文化祭 

障害のある人、言語が違う人にも楽しんでもらえる文化祭づくりを行う。 

5. テーマ 「文化祭革命」 

このオンライン文化祭プロジェクトは、高校生が諦めずに自分達に出来ることを探し、

何としてでも文化祭を開催しようという“戦い”である。また、オンライン開催という

新たな文化祭の形を創っていきたいとも考えている。これらの思いから、まさに今回の

桐陰祭 Online には「革命」という言葉が相応しいと考えこのテーマに決めた。スロー

ガンのような位置付けでこの言葉を使っていく。 

6. 当日の開催形態 

今年度の桐陰祭 Online は、オンラインでの発表を軸にして行う。もし社会的にコロナ

ウイルスの感染状況が改善された場合に備え、一部生徒内のオフラインでの活動を付け

加えることを検討している。具体的なプランが作成出来次第、指導委員会を通して教員

へ提出する。 

7. オンラインでの開催形態 

・cluster を利用した仮想現実空間 

・Zoom などを利用した相互的なコミュニケーションの場 

・YouTube や Web ページなどを利用した生徒作品をアーカイブで公開する場 

これら三つで構成される。（詳細は別紙に記載） 
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■資料２ 著作権について 

桐陰祭における著作権ガイドライン 

２０２０年８月 4 日 

 桐陰祭 Online 実行委員会 

総論 

このガイドラインはあくまで「他人の著作物を利用するときのガイドライン」であり、

自分たちが創作したものにはこのような制限はありません。桐陰祭においては、ぜひその

ようなオリジナリティあふれる作品をたくさん作り上げていきましょう。しかしながら、

他の人の著作物を利用する際にはこのガイドラインに書かれている内容に留意して、利用

してください。 

一般的に文化祭は学校の授業の一環であり、オフラインの文化祭での上演・演奏につい

ては、著作権法上の「例外」にあたる「非営利・無料・無報酬の上演・演奏」であり問題

とならない場合がほとんどで、問題があるものについても公開範囲と公開期間がかなり限

定されていたため大きなトラブルにはなっていませんでした。しかし、それを YouTube や

Cluster にアップするとなると、話は変わってきます。規則にのっとった公開をしていき

ましょう。 

そこで、自分の団体の出し物が下記にあげられたルールに抵触していないか、しっかり

と確認してください。必要な場合は、著作権者に許可を取ってください(顧問を通じて確

認してください)また、桐陰祭で営利目的の活動はできません。営利目的と勘違いされる

ようなコンテンツ(例 著しくある会社のある商品を推す)にならないよう気をつけてくだ

さい。 

＜参考＞音楽の場合、以下のように規定されています。したがって、他の著作物の場合も

同様だと考えられます(JASRAC:日本音楽著作権協会 HP より)  

著作権の制限①：営利を目的としない上演等（著作権法 38 条） 

高校の文化祭で生徒が開催するコンサートのように、次の 3 つの要件を“すべて満た

す”場合、著作権者の許諾を得なくても上演・演奏・上映することができます。 

①営利を目的としないこと 

②聴衆又は観衆から料金を受けないこと 

③実演家に報酬が支払われないこと 

なお、この規定は、上演・演奏・上映する場合を対象としています。録音・録画やイ

ンターネット配信するときには適用されません。 

クラス団体における著作権 

ここでは、各クラス団体のうち、特に著作権にかかわりそうな団体を取り上げて、記載し

ています。ここにないクラスの人たちは、特別配慮すべきことはありませんが、ほかの項

目も含めてすべて目を通し、留意してください。（中略） 

音楽の利用(YouTube、cluster) 

軽音団体の演奏、クラス等その他団体の動画内で BGM 等などで音楽を使用する際に留意し

てください 

◎音楽著作権の基本的な考え方 

著作権：その楽曲の歌詞、メロディーに対する権利です。 

著作隣接権：楽曲を CD などにレコーディングした人が持つ権利です。CD をインターネッ

ト上で利用する権利もレコーディングした人が所持しています。 
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音楽の利用をする際は、以下の３通りから当てはまる項目を選び、YouTube、cluster の

うち、利用する媒体について確認してください。 

①現在ある楽曲を自分たちで演奏する→「演奏する際は」へ 

②現在ある楽曲を演奏せず、CD やダウンロード音源を利用する 

 (例:音楽をかけてダンスをする、BGM として利用する)→「音源を利用する際は」へ 

③著作権フリーの音楽を利用する→「著作権フリーの音楽を利用する際は」へ 

演奏する際は 

現在ある楽曲を演奏し、インターネットで配信することは著作権を侵害することになり、

著作者の許可(と利用料金)が必要です。しかし、著作者によってはこれらを許可している

場合があり、JASRAC や Nextone といった管理団体によって管理されています。そして、

YouTube と cluster 社はそれらの団体と包括契約を交わしており、お金を利用者個々では

なく会社が払うことで利用者個々が申請や、支払いをしなくても利用が可能になっていま

す。 

＜利用手順＞ 

・共通 

 JASRAC または Nextone の検索ページにおいて、”配信”の欄が○またはブルーになっ

ている ことを確認してください。また、作品コードも控えてください 

 JASRAC 検索ページ→http://www2.jasrac.or.jp/eJwid/ 

 Nextone 検索ページ→https://search.nex-tone.co.jp/terms 

例:JASRAC での検索画面 

 
・YouTube 

→そのまま演奏した動画をアップロードできます 

・cluster 

→JASRAC/NexTone の管理楽曲の利用時には必ず登録が必要になる。以下のような例とし

て使う場合は必ず必要 

・アカペラ、または伴奏とともに歌う 

・事前に制作・録音した音源を流す 

・楽曲を演奏する 
 使用楽曲の登録方法の方法についてはクラスター内のページを参照 

 JASRACNextTone 非登録曲は登録が不必要。ただしそれら全てが不必要とは限らないの

で注意が必要。 
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 例）自身で作曲した作品、制作者側の許可が得られている作品、パブリックドメイン（著

作物や発明などの知的創作物について、知的財産権が発生していない状態または消滅した

状態）の作品などは不必要 

音源を利用する際は 

音源を利用するとは、CD やダウンロード音源を BGM として動画内で流したり、音源を

かけて活動したりした動画をアップロードすることです。 

・YouTube、cluster 共通 

 著作権の問題に対しては、「演奏する際には」と同じ手順を踏むことで解決できますが、 

著作隣接権に対する許可をもらう必要があります。これらはレコード会社が保持している

ことが多いので、各社の HP から申請することができます。  

 しかし、使用条件においては￥50000～や YouTube での使用不可など、使用条件は厳し

いです。(各社多少の差異はあります) 

 よって、CD やダウンロード音源を利用することは基本的にはできません。 

 どうしても使用したい場合は利用条件等をレコード会社に確認したうえで、実行委員会

までご相談ください。 

著作権フリーの音楽を使用する際は 

主に BGM 用に、著作権フリーの音楽を使用する際は以下を確認してください 

・YouTube 

 YouTube では無料かつ、フリーで使える YouTube オーディオライブラリーというものが

用意されています(主に BGM 用です)。それらは自由に動画内で使用できます。 

 ※これらの楽曲は YouTube 以外での使用が認められているかわからないので、YouTube

外(cluster など)での使用は、控えてください。 

・その他サービスを利用する 

 各サービスの利用規約を確認の上、使用してください。 

 例えば以下のようなサービスがあります。 

 https://evokemusic.ai/ja/ 

演劇等台本における著作権 

・演劇の台本においても、著作権 38 条が適用される。原則は、営利目的でなく、報酬な

ど発生しなければ許可は不要。 

・小説や戯曲のような著作物は、下記のサイトから著作権利用の申請が必要な場合があり

ます（http://www.writersguild.or.jp/rights-use/index.html）。使用するものが本当に

使っていいものか出版社のサイトを見るなどして精査する必要がある。 

 http://koenkyo.org/?page_id=6340 

 上のＵＲＬは全国高等学校演劇協議会の著作権ガイドライン。参考までに。 

一般的には… 

・ＤＶＤにして配布するなどは違反にあたる。 

・基本、台本の改変は不可。 

・著作物を脚色翻案したものをインターネット上にアップロードすることは違反である。

オンライン文化祭での活動、すなわち cluster で上演したり YouTube にアップしたりする

ことがどちらにあたるかはやはり個別の確認が必要。 

・演劇の台本が掲載されるサイト（はりことらの穴など）においては、独自のルールがあ

ることがあるので、それに従う。必ずガイドラインがあるので読む。 

結論ですが、音楽や演劇台本を使用する際は、著作権と著作隣接権をきちんと考慮しな

ければなりません。上のガイドラインは一般論を示したものなので、各レコード会社や

出版社に電話して確認するのが最も確実です。顧問を通して行ってください。 
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■資料３ 肖像権について 

 

保護者各位 

２０２０年９月８日 

 

筑波大学附属高等学校 

学校長 藤生 英行 

 

オンライン文化祭における肖像権の取り扱いについて（お伺い） 

 

日頃より本校の教育活動にご支援ご協力を賜り、ありがとうございます。 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため 10 月 18 日(日)に延期とし、オンラインでの

開催とした桐陰祭（文化祭）ですが、実行委員会の生徒を中心に熱意と技術を集結して、

着々と準備が進んでおります。 

桐陰祭当日およびその前後において、インターネット上の仮想空間等にて、生徒の皆

さんの活動や作品を公開することを計画しています。個人の氏名が特定されることのな

いように配慮しながら、本校の教育活動を広く伝えていきたいと考えております。 

本校の広報媒体における肖像権の取り扱いについては、入学時に意向を伺っておりま

すが、行事の性質を鑑みて、あらためてお伺いすることといたしました。別紙「オンラ

イン文化祭における肖像権の取り扱いに関する同意書」に、同意・不同意のいずれかを

ご記入の上、ご提出くださいますようお願い申し上げます。 

 

※ 今回の桐陰祭では、生徒の画像、動画等が、下記媒体にて使用される可

能性があります。 

 桐陰祭ホームページ 

 インターネット上の仮想空間 

 桐陰祭公式ＳＮＳ（Twitter、Instagram、Facebook） 

 各種メディア（テレビ、新聞等） 

※ 桐陰祭ホームページ、インターネット上の仮想空間に各種コンテンツが

掲載される期間は、2020 年 9 月下旬から 10 月末日までとします。 

※ 開会式、閉会式については、スポーツ大会と合同で行うため、スポーツ

大会の画像、動画も一部使用される予定です。 

※ 不同意の場合は、画像、動画等を掲載しないようにいたします。 

※ 個人の氏名が使用される場合には、別途許諾をとることとします。 
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筑波大学附属高等学校長 殿 

 

 

オンライン文化祭における肖像権の取り扱いに関する同意書 

 

 

オンラインでの開催となる第 64 回桐陰祭について、画像、動画等が、桐陰祭ホーム

ページ・インターネット上の仮想空間・桐陰祭公式ＳＮＳ・各種メディア等の媒体で使

用される可能性があることについて、 

 

 

同意します     同意しません 

 

 

※ 上記「同意します」「同意しません」のいずれか一方を○で囲み、他方

を＝で削除してください。 

 

 

日 付 2020 年  月  日 

年・組・出席番号 年  組  番 

生徒氏名  

参加団体名 

※ 参加するすべての団体名を記入して 

ください。 

 

 

 

 

 

保護者氏名・印 ㊞  
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■視聴・参加の状況 

【YouTube・公開】 総計 67904 回               【Cluster・公開】 延べ参加者数 11194 人  

プロモーションビデオ第 1 弾  13435 回   メインワールド 6509 人 

プロモーションビデオ第 2 弾  5571 回  ライブハウスエリア 2129 人 

プロモーションビデオ第 3 弾  4659 回  シアターエリア 777 人  

クイズ研究会招待試合  3188 回  招待試合  378 人  

プレイベント生配信  1615 回  

 

メインワールドにいってみた！ 1587 回  

1 年 1 組「青と夏と 1 年 1 組と」PV 1556 回  

3 年 6 組「It’s Your Choice 」PV 1488 回  

桐陰祭ストーリーを巡る 1432 回  

部活動企画 剣道部  1417 回  

【YouTube・限定公開】   【Cluster・限定公開】 

開会式  550 回   開会式  593 人  

中夜祭  592 回  

 

中夜祭  270 人  

閉会式  1130 回 閉会式  538 人  

■桐陰祭 Online 実行委員会組織図〉 
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プロジェクトチーム活動総括 

～PT の活動と学校組織が抱える課題～ 

 

１．はじめに 

休校期間中の生徒の学習保障について、本校ではプロジェクトチーム（以下 PT）が立ち

上げられ、その対応に当たった。その活動内容は多岐に渡ったが、ここでは、PT という組

織のあり方について、なぜ PT が必要であったのか、その功罪について、記しておきたい。 

２．既存の校務分掌と PT という新たな組織 

休校期間中のオンライン授業の実践について、メディアでも様々な学校の様子が紹介さ

れていたが、本校と同様に PT という新たな組織が立ちあげられていた事例が多い。授業に

関することであれば教務部、あるいは多岐に渡る横断的な内容であるならば、各分掌の長

が集まる主任会や部長会など、既存の分掌を枠とした対応はなぜ難しかったのであろうか。

私が考える理由は二つあって、一つ目は、オンラインに関する技術が一部の教員が有する

特殊なものであったこと、二つ目は、既存の分掌はルーティンを継承することを主眼とし

た組織であり、新しい取組みを始めていくには不向きであったことである。オンラインの

技術については世代間格差もあり、少なからず年功序列が反映された従来の分掌組織では、

迅速な対応が取りにくい。他校では、民間経験のある教員が PT の中心となった事例もあっ

たようである。一方で、分掌におけるルーティンの継承も必要なことである。教員の仕事

の領分において授業運営とクラス運営が主であるならば、学校運営の一部を担う分掌の業

務はそれほど優先度は高くなく、効率の良い業務継承のためのルーティン化は必要なこと

であろう。 

３．PT の活動を通して実感された学校組織の課題 

このように、ルーティンでは対応できない非常時においては、PT という柔軟な活動は効

果的である。本校の取組みとしては、管理職の判断を含め、職場の環境が、こうした有志

による活動を受容できる状況であったことは非常に重要であったように思う。一方で、新

たなチームである PT は、既存の教員集団における位置づけが脆弱になりやすく、PT に参

加する教員とそうでない教員との間の温度差も生まれやすい。その位置づけ(ルーティンと

の分担など)について全教員で明確に議論するとともに、PT の側に全体を巻き込むような

活動の工夫が求められるところである。 

こうした事態は今回に限ったことでなく、学校組織における恒常的な課題であろう。分

掌のあり方もそうであるが、生徒の安心・安全を第一に考える必要のある学校組織は、あ

る面では保守的にならざるを得ない。また、私企業と比べて、事務処理上のミスについて、

世間の厳しい目が向けられやすい教育界の現状において、着実な業務遂行も必要とされる。 

今回の実践が、今後の非常時における対応や、全く新しいことに対する取組みが求められ

た際に、有効に活用される経験値となることを願いたい。 

055


	00　目次.pdf
	Acr9871513328736023292111.tmp.pdf
	01　休校時の生徒の学習保障に向けた本校の取り組み.pdf
	02　コロナ禍に対応した授業実施形態と評価について.pdf
	03　オンライン授業について.pdf
	オンライン授業_振り返り.pdf
	オンライン授業を経て（研究会資料） - 研究大会資料.pdf

	04　機器整備・問い合わせ対応について.pdf
	05　Zoomの導入・環境整備とその活用.pdf
	06　休校期間における学校保健の取り組み.pdf
	07　生徒対象アンケートの実施.pdf
	08　「朝体操」について.pdf
	09　オンライン研究会.pdf
	10　教科外活動の指導.pdf
	11　オンライン文化祭「桐陰祭Online」.pdf
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